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犬走り
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アリーナ
+1,018

犬走り

凡例

：土間・躯体等改修範囲を示す

：仕上材改修範囲を示す
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0

Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

Ty1

Ty0

N

ブレース：新設

便所(男子･女子)を改修

（改修範囲等は別詳細図参照）

器具室を便所(車椅子)に改修

（改修範囲等は別詳細図参照）

UP

可動階段

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

消

可動階段

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ

滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

UP

+850

靴
洗

いUP +290

+275

SK

ステージ

控室２

控室１

5,000300

控室、ステージ新設

（改修範囲等は別詳細図参照）

+1,450

+1,017

+1,017

アリーナ床一部を復旧

（仕上、下地、根太、大引き）

アリーナ床一部を復旧

（仕上、下地、根太、大引き）

アリーナ床一部を復旧

（仕上、下地、根太、大引き）

アリーナ床一部を復旧

（仕上、下地、根太、大引き）

：仕上材改修範囲の表記以外について

外部スロープ：新設

消

消

UP

UP

UP

UP

UP

縁石：別途工事

玄関を内装改修

（撤去範囲等は別詳細図参照）

アリーナ床　：既存床の上、構造用合板t12、長尺弾性塩ビシートt6.0 新設

控室１・２床：既存床の上、構造用合板t15、長尺塩ビシートt2.0 新設

            （スロープ部、階段部は詳細図参照）

縁石：別途工事

縁石：別途工事

基礎：0.8mｸﾗｯｸ補修

基礎：0.8mｸﾗｯｸ補修

基礎：0.8mｸﾗｯｸ補修

基礎：0.4mｸﾗｯｸ補修

基礎：高圧洗浄 2.0m2

ステージ舞台機器新設

（バック幕、スクリーン、吊バトン）

（改修範囲等は別詳細図参照）

基礎：1.0mｸﾗｯｸ補修

Xa1Xa0

+1,018

渡り廊下：別途工事

内外壁：復旧

建具：新設

ﾌﾞﾚｰｽ

床点検口：新設

床点検口：新設

床点検口 450角

+500

±0

+1,000

トイレ

ステージ　　：既存床の上、鋼製束、構造用合板t12、かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15特殊張、UC 新設

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　１階 平面図

バリアフリー
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イ 部断面詳細図　　S=1/20

ロ 部断面詳細図　　S=1/20
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手ｽﾘ

アリーナ吹抜

ステージ

控室天井裏

控室天井裏

+4,000 手ｽﾘ
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1通りまで1,010

ハ

ロ

ハ 部断面詳細図　　S=1/20
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キャットウォーク平面図

折り畳みﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ１組 新設

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ･滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

折り畳みﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ１組 新設

ﾌﾞﾄﾞｳ棚新設：C-100×50×20×2.3×24本

            ＠200 ＳＯＰ

ﾀﾗｯﾌﾟ新設： ｽﾃﾝﾚｽ製 W=350 L=1600

（ACE：ｱﾝｸﾞ型ﾀﾗｯﾌﾟ1600 同等品）

支柱□-100×100×4.5　L=1,800×2本 GPL-6、2-M12

ＳＯＰ ※新規鉄骨梁B13間に支柱取付け

手摺新設

手摺新設

屋根：既存下地調整(RB種)

高日射遮熱塗替え(B種)

控室天井点検口 600x600 アルミ製 新設

4,500

25
1
40

13
0

2
5

14
0

1
3
0

鼻隠し：既存ｶﾗｰ鋼板t=0.4包み

既存下地調整(RB種) 高日射反射塗料塗り

破風：既存ｶﾗｰ鋼板t=0.4包み

既存下地調整(RB種)

高日射反射塗料塗り

雨押え：既存ｶﾗｰ鋼板t=0.4

既存下地調整(RB種)

高日射反射塗料塗り

30 30

Tx13

30 30

根太 C-100×50×20×2.3 @600

2,250

900

渡り廊下

吹抜

屋根：既存下地調整(RB種)

高日射遮熱塗替え(B種)
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2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　キャットウォーク

平面図 A3:

A1: 1/100
1/20

1/40
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ロ 部断面詳細図　　S=1/20

ハ 部断面詳細図　　S=1/20

雪止め：L50×50×6 （溶融亜鉛メッキ）L＝5ｍ 2段 新設
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破風･鼻隠し：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)

屋根：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)

棟包み：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)

破
風
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鼻
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し
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)
 
高
日
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遮

熱
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)

破風･鼻隠し：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)
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破風･鼻隠し：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)

棟包み：既存下地調整(RB種)

高日射遮熱塗替え(B種)

破風･鼻隠し：既存下地調整(RB種) 高日射遮熱塗替え(B種)
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Tx18
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A,B通りまで2,240

A,B通りまで1,240

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

　　 ※樋下部にエルボ設置竪樋:カラーVP φ100軒樋:塩ビ角樋 150x150 前高

改修　屋根 平面図

1/100A1:
1/20

1/40
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1/100

1/200

既存破風・鼻隠し(カラー鉄板t=0.4包み)

新規型枠コンクリート打放し補修

５

新規スチール製手摺(亜鉛メッキ)

新規外壁(角波カラー鋼板t=0.4縦張)

４

３

２

１

外部改修内容符号外部改修内容外部改修内容 符号

ハ

ロ

イ

符号

既存下屋屋根(カラー鉄板t=0.4瓦棒葺き @364)

既存外部鉄骨現し部分

既存外壁(カラー鉄板t=0.4角波張り)

ホ

ニ

既存外部見切(ボンデ鋼板t=1.6)
ヘ

既存床下換気面格子
チ

既存下屋鼻隠し(カラー鉄板t=0.4包み)

既存スチール建具
ト

既存屋根(カラー鉄板t=0.4瓦棒葺き @364)

既存下地調整(RB種)、高日射遮熱塗替え(B種)

雪止め：L50×50×6 （溶融亜鉛メッキ）L＝5ｍ　2段  新設

リ

ヌ

新設：ｽﾃﾝﾚｽ防虫網 14箇所ｱﾙﾐFB-3×30、ﾋﾞｽ止め
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凡例

：撤去範囲を示す

2,160

スロープ：新設
スロープ：新設

（斜路部コンクリート刷毛引き）

スロープ：新設

既存下地調整(RB種)、高日射遮熱塗替え(B種)

既存下地調整(RB種)、高日射遮熱塗替え(B種)

既存下地調整(RB種)、ＳＯＰ塗替え（B種）

既存下地調整(RB種)、ＤＰ塗替え（B種）

既存下地調整(RB種)、ＤＰ塗替え（B種）

イ

ロ
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ト ト
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ホ
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ホホ ホ ホ ホ ホ ホ ホト

イ

ロ

ニヘ

チチ チチ チチ チチ

ニ

ヘ

ヘ

ハ

リ

既存下地調整(RB種)、ＳＯＰ塗替え（B種）

既存下地調整(RB種)、ＤＰ塗替え（B種）

既存下地調整(RB種)、高日射遮熱塗替え(B種)

渡り廊下：新設

（別途工事）

渡り廊下：新設

（別途工事）

１

５

２

ハ

リ
リ

ヌ

２

３

１

ホ

渡り廊下：新設

（別途工事）

２

新規ブレース（構造図参照）

新規建具

下地調整(B種)、ＤＰ塗替え（B種）

アルミ製 引違い戸

体育館渡り廊下 既存体育館

体育館渡り廊下既存体育館

体育館渡り廊下

無収縮モルタル塞ぎ
ル

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

軒樋:塩ビ角樋 150x150 前高
竪樋:カラーVP φ100
　　 ※樋下部にエルボ設置

軒樋:塩ビ角樋 150x150 前高
竪樋:カラーVP φ100
　　 ※樋下部にエルボ設置

A
軒樋:塩ビ角樋 150x150 前高

竪樋:カラーVP φ100 ※樋下部にエルボ設置

A

A

A

改修　立面図

西側立面図

東側立面図 南側立面図

北側立面図
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新設 控室２

新設 控室１

新設 ステージ
+450

+450

+450

+17

+17
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ホ

ステージ Ｂ

Ｄ

Ａ Ｃ

アリーナ

展開方向

Ａ

Ｃ

ＢＤ

イ

ロ

Ａ(階段部)控室２

Ｃ(スロープ部) Ｄ

新設ステージ・控室

平面詳細図

アリーナ

+18

既存ｽﾁｰﾙ製格子:SOP塗替え

新規床仕上：既存床仕上の上、

構造用合板t=15下張、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設

新設手摺:樹脂被覆製φ34

新設EXP.ゴム 20×18

新設 間仕切壁(木軸組)

新設出隅:

集成材90×35

新規 MS-2 20×18

新設 間仕切壁(木軸組)

新設額縁:タモ集成材175×35 UC

新設 移動式階段

新設框:タモ集成材175×90 UC

新設ｽﾃｰｼﾞ床:新規鋼製束

構造用合板t12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15普通張

新設 鉄骨梁(FL+4,800)

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ

滑車･ﾛｰﾌﾟ新規

新設 移動式階段 新設建具

新規床仕上：新規鋼製束

構造用合板t12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15普通張

新設床点検口：

ｱﾙﾐﾊｯﾁ 600□ (鍵付)

既存床見切：木製 SOP

既存床見切：

木製 SOP

新規 鉄骨見掛り SOP

新規カーテンボックス：

150×150　L=11.0ｍ SOP塗り

新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

目透し張 SOP

新規巾木:

木製21×H100

SOP

ブドウ棚：

新規鉄骨梁･既存溶跡:SOP(共通)

既存笠木:既存 SOP塗替え

既存壁・新規巾木:SOP

新規軽量ｽﾁｰﾙ建具

新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ﾗﾜﾝ合板t=5.5 目透し張 SOP

新規巾木:木製21×H100 SOP

防球ﾈｯﾄ:新設

新規枠:ﾀﾓ集成材 175×35 UC

新規 框:ﾀﾓ集成材 175×90 UC

新規 鉄骨見掛り SOP

新規軽量ｽﾁｰﾙ建具

新規天井:LGS下地 GB-Dt=9.5直張

新規巾木:21×H100 SOP

新規手摺:樹脂被覆φ34

支柱 ｱﾙﾐ製

新規軽量ｽﾁｰﾙ建具

新設建具

防球ﾈｯﾄ:新設
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既存床見切：

木製 SOP
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新規床仕上：新規鋼製束

構造用合板t12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15普通張

113.5

+18

+18

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設

新規 MS-2 20×18
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共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

新規カーテンボックス：

150×150　L=11.0ｍ SOP塗り

新規 鉄骨見掛り SOP

新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

目透し張 SOP

既存壁・既存巾木:SOP

既存額縁:SOP塗替え

既存ｽﾁｰﾙ格子:

SOP塗替え
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T2ﾗﾜﾝ合板t5.5下張り

ﾗﾜﾝ板t18×W180合決り目透し張、SOP
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新規巾木:木製21×H100 SOP

新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

目透し張 SOP
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新規天井:LGS下地 GB-Dt=9.5直張
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新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

目透し張 SOP

新規巾木:木製21×H100 SOP

新規壁:木軸下地

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張
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新規壁:木軸下地

T2ﾗﾜﾝ合板t5.5下張り
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新規壁:木軸下地

T2ﾗﾜﾝ合板t5.5下張り

ﾗﾜﾝ板t18×W180合決り目透し張、SOP

1,505

既存壁・既存巾木:SOP
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壁（図示他同面撤去部分含）:既存木下地

新設有孔ｼﾅ合板t=5.5目透し張 SOP
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新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設
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樹脂被覆φ34

支柱 ｱﾙﾐ製

新設手摺:
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新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設

既存床見切り：SOP塗替え(B種)

既存木製巾木：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存壁：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存木製見切：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存ｽﾁｰﾙ手摺：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存木製見切：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存木造床組

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ束

既存木造床組

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ束

既存床見切り：SOP塗替え(B種)

既存ｱﾙﾐｻｯｼ

既存ｽﾁｰﾙ格子：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存額縁：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

既存壁:下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

新規間仕切(頭継ぎ)：105×45

新規間仕切(木造軸組)：柱105×105 @1,820以下

間柱105×35 @455以下 胴縁15×30 @455

既存木製見切：

下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

新規天井：LGS下地 GB-Dt=9.5

直張 廻縁 塩ﾋﾞ製

新規手摺：樹脂被覆製φ34

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5

　　　  目透かし張 EP(B種)

新設建具

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5

目透かし張 SOP(B種)

新規間仕切笠木：150×30 SOP(B種)

新規床：構造用合板t=12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張

新規 MS-2 20×18

既存木造床組

新規巾木：21×H100 SOP(B種)

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5目透かし張 EP (B種)

新規床見切：集成材120×55 SOP(B種)

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=12捨張、

長尺弾性塩ビシートt6.0 新設

既存木造床組

新規際根太：45×60

新規 MS-2 20×18

新規巾木：21×H100 SOP(B種)

新規壁ﾗﾜﾝ：合板t=9+5.5 目透かし張 EP (B種)

新規 MS-2 20×18

新規木製巾木：21×H100 SOP(B種)

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

ﾗﾜﾝ板t=18目透し張 SOP(B種)

新規間仕切(柱)：105×105 @1,820以下

新規間仕切(梁)：105×105

新規梁囲い(仕上×3面)：胴縁20×45＠303下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張 SOP(B種)

新規間仕切(頭継ぎ)：105×45

新規化粧ｱｰﾁ(下地)：90×45 @600(BOX)

新設鉄骨：SOP(B種)

新規梁囲い(仕上×3面)：胴縁20×45＠303下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張 SOP(B種)

新規三方枠： ﾀﾓ集成材 175×35 UC

新規スクリーン

ブドウ棚：

新設鉄骨：SOP(B種)

既存鉄骨軸組：既存のまま

新設見切(三方)：40×40 SOP

既存壁：(ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

ﾗﾜﾝ板t=18目透張り) SOP(B種)

新規間仕切笠木：150×30 SOP(B種)

既存木製見切：下地調整RB種

SOP塗替え(B種)

新規床仕上：構造用合板t=12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張

新規巾木：21×H100 SOP(B種)

新規框:ﾀﾓ集成材 155×150 UC(B種)

(鋼製框ユニット @1200）

新規 床見切り FB-4x18 HL

既存木造床組 既存木造床組

新規木造床組：

既存仕上の上

構造用合板t18捨張

鋼製束

大引鋼 50x50xt2.3 @900

根太鋼 29x35x64xt1.2 @300

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、長尺塩ビシートt2.0 新設

既存ＦＬ1
8 改修ＦＬ

4
,
4
32

4
50

18

既存ＦＬ
改修ＦＬ

既存ＦＬ
改修ＦＬ

2
,5

8
2

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設
新規木造床組：

既存仕上の上

構造用合板t18捨張

鋼製束

大引鋼 50x50xt2.3 @900

根太鋼 29x35x64xt1.2 @300

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設

新規天井：LGS下地 GB-Dt=9.5

直張 廻縁 塩ﾋﾞ製

控室１

新規床仕上：構造用合板t=12捨張

かば積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張

既存ＦＬ
改修ＦＬ

45
043
2

1
8

既存ＦＬ
改修ＦＬ

既存ＦＬ
改修ＦＬ 18 18

2
,
98

2

2
,
9
82

2
,
55

0

既存ＦＬ
改修ＦＬ

既存ＦＬ
改修ＦＬ18

2
,
9
82

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5

　　　  目透かし張 SOP(B種)

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5

　　　  目透かし張 SOP(B種)

新規 MS-2 20×18新規 MS-2 20×18

新規 ステージ下 移動式収納台

新規吊バトン

新規カーテンボックス W150×H150

L=11.0ｍ SOP塗り(B種)

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

改修　新設ステージ
詳細図２

A1: 1/30
1/20

1/40

C-100×50×20×2.3＠200 (B種)SOP塗り



23
1/ 50

1/100

Ａ Ｄ玄　関

ＢＡ女子便所

Ａ男子便所

Ａ Ｃ

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

トイレ

男子便所

玄　関

女子便所

SK
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膳板：ｽﾃﾝﾚｽHLt=0.8

25×115 H=1,005

新規床点検口:ｱﾙﾐ製600角(鍵付)新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

床(ﾊｯﾁ部分):

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=130補修 新設

膳板：ｽﾃﾝﾚｽHL t=0.8 25×118 H=1,010

新規床点検口:ｱﾙﾐ製600角(鍵付)

膳板：ｽﾃﾝﾚｽHLt=0.8

25×138 H=1,145

新設手摺：樹脂皮膜手摺φ34

壁：新規木胴縁 GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

膳板：ｽﾃﾝﾚｽHLt=0.8

25×80 H=1,000

既存額縁:ｱﾙﾐ製115×25

膳板：ｽﾃﾝﾚｽHLt=0.8

25×105 H=1,130 新規床点検口:ｱﾙﾐ製600角(鍵付)

床:既存仕上の上、ラワン合板t15捨張、

長尺塩ビシートt2.0 新設

床:既存下地調整

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張 新設

+1,000

+1,017

+1,018

1,000

+850 +850

ｸﾂｲﾚ

新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

既存ｸﾂｲﾚ:SOP塗装

床:既存 ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ下地 嵩上げﾓﾙﾀﾙ

(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6×100角)ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2張

床(ﾊｯﾁ部分):

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=130補修 新設

床(ﾊｯﾁ部分):

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=130補修 新設

床:既存 ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ下地 嵩上げﾓﾙﾀﾙ

(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6×100角)ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2張

床(ﾊｯﾁ部分):

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=130補修 新設

ホール・各便所　平面詳細図

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。
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新設手摺(便器用)：

樹脂皮膜手摺φ34

はね上げﾀｲﾌﾟ

新設手摺(便器用)：

樹脂皮膜手摺φ34

L=600×2本

新規鏡(設備工事)

新規木胴縁下地

GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張

(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

新規LGS下地

FK t=6目透し張 EP
新規 軽量ｽﾁｰﾙ建具

新規配管ﾊﾞｯｸ

木下地、

構造用合板t12下張り

GB-St=12.5下張

化粧FKt=6張

膳板：ｽﾃﾝﾚｽ

t=0.8 25×105

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

新規木製額縁 30×98 SOP

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

新規木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

新規LGS下地

FK t=6目透し張 EP既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱSOP塗替え

新規鏡(設備工事)

新規 膳板ｽﾃﾝﾚｽt=0.8

25×118

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木 新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新規膳板

ｽﾃﾝﾚｽ t=0.8 25×138

新規膳板

ｽﾃﾝﾚｽ t=0.8

新規木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張

(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
新規LGS下地

FK t=6目透し張 EP

既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ

SOP塗替え

新規 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

新規膳板

ｽﾃﾝﾚｽ t=0.8 25×115

既存ＦＬ=改修後ＦＬ

新規LGS下地、

GB-D t9.5直張 新設

新設手摺(手洗用)：

樹脂皮膜手摺φ34×2台

L=550

既存仕上 SOP塗替 既存仕上 SOP塗替

既存ｸﾂｲﾚ SOP塗替既存ｸﾂｲﾚ SOP塗替

既存巾木 SOP塗替

既存ｸﾂｲﾚ SOP塗替

1
7改修ＦＬ

ユニバーサルトイレ

2
,
50

0

既存木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

新設手摺(便器用)：

樹脂皮膜手摺φ34

L=600×2本

共通して設備取付部は

下地の上、構造用合板t12下張り

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

既存ＦＬ=改修後ＦＬ

既存ＦＬ=改修後ＦＬ

アリーナ
+1,018

アリーナ
+1,018

男子便所

女子便所

玄関

新規ﾋﾞﾆﾙ巾木

新規鏡(設備工事)

新規木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張

(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

600

汚垂石：t=15 W600

既存木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張

(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

膳板：ｽﾃﾝﾚｽ

t=0.8 25×80

汚垂石：t=15 W600

新規木胴縁下地

新規GB-S t=12.5下張

化粧FK t=6張

(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

(結晶化ガラス）

(結晶化ガラス）

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

バリアフリー

既存ＦＬ

バリアフリートイレ

平面詳細図、展開図
改修　玄関・各便所
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1/30

1/60

1-D13

D10@300ﾀﾃﾖｺ共
ｽﾛｰﾌﾟ床:(勾配)ｺﾝｸﾘｰﾄ箒目仕上げ

12,000

和便器撤去開口閉塞：新規RCｽﾗﾌﾞ

あと施工ｱﾝｶｰ D10

既存見切縁：SOP塗替え

新規壁：縦胴縁 40×45 @455下地 

ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張 ﾗﾜﾝ板t=18目透かし張 SOP

(配管ｽﾍﾟｰｽ)
新規天井：LGS下地 FKt=6目透かし張 EP 新規壁：間柱 45×90 @455 横胴縁 45×24 @455

廻縁：塩ﾋﾞ製 新規天井：LGS下地 GB-St=12.5捨張 化粧FKt=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)
(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用) FKt=6目透かし張 EP

新規木製軸組：100×45
廻縁：塩ﾋﾞ製

GB-St=12.5捨張 化粧FKt=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

新規三方枠：180×35 SOP

新規衛生器具(設備工事)アリーナ

構造用合板t12下張り
新規建具

新規沓摺：ﾀﾓ集成材180×30 UC

新規床：既存仕上の上、ラワン合板t15捨張、

新規汚垂石：t=13 W600 新規巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=100
長尺塩ビシートt2.0 新設

既存根太(45×60 @303) 既存根太(45×60 @303)既存根太(45× 60 @303)

既存大引(105×105 @910)既存大引(105×105 @910) 既存大引(105×105 @910)
ﾀﾃﾖｺ D10 @200

新規際根太：45×60 既存束石(150□)
既存束石(150□)

新規床：嵩上げﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃt55

(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6×100×100入り)
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張

MS-2 20×18

新規壁：縦横胴縁 45×20 @455

新規配管ﾊﾞｯｸ：間柱:45×90 @455 横胴縁:45×20 @455

壁：既存縦横胴縁

新規GB-St=12.5捨張 化粧FKt=6張

新規衛生器具(設備工事)

新規手摺：樹脂皮膜手摺φ34

ピット

玄　関トイレ

屋根:高日射遮熱塗替え

棟押さえ:高日射遮熱塗替え

1.5

10

床下点検口:新規 450角ｱﾙﾐ既製品

新規軽量ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ

天井:新規LGS下地 FKt=6目透かし張 EP 天井:新規LGS下地 GB-Dt=9.5 直張
鼻隠し:高日射遮熱塗替え

壁:既存仕上 SOP塗替 

既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ:SOP塗替え

巾木:SOP塗替え

外壁:既存 SOP塗替え(RB-B種)

軒天:EP塗替え

床:既存下地調整

壁:既存木胴縁 新規GB-St=12.5+化粧FKt=6張

巾木:新規 ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100

床:既存仕上の上、ラワン合板t15捨張、

下屋軒高

基礎巾木：既存のまま

1-D13

砕石充填

D10@200

D10@300

1,000

点検口補強材:新規 45×60×600角
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ホール～便所(車椅子)部　断面詳細図　1/30

スロープ断面詳細図　1/30

イ部断面詳細図　　S=1/30 ロ部断面詳細図　　S=1/30 ハ部断面詳細図　　S=1/30 ニ部断面詳細図　　S=1/30

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目
歩行用 W200 枠共

VP50
横抜き

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

300

既存ｸﾂｲﾚ SOP塗替

新規ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

既存ＦＬ

改修ＦＬ
ユニバーサルトイレ

1
7

長尺塩ビシートt2.0 新設

手摺り：溶融亜鉛ﾒｯｷ FB-9×38

格子：溶融亜鉛ﾒｯｷ φ13 ＠120以下

下桟：溶融亜鉛ﾒｯｷ FB-9×32

2,215

115 2,100

ｽﾛｰﾌﾟ床:(平場)ｺﾝｸﾘｰﾄ

        金ｺﾞﾃ仕上げ

基礎巾木:

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

控室１

改修ＦＬ
控室１

既存ＦＬ＝スロープ平場ＦＬ

ＧＬ

1
,
00

0
17 1
7

改修ＦＬ
アリーナ

既存ＦＬ

1
8 改修ＦＬ

ユニバーサルトイレ

既存ＦＬ

1
7

新規床：既存仕上面にサンダー荒掛け１回、

ラワン合板t12捨張、長尺弾性塩ビシートt6.0 新設

共通して設備取付部は

下地の上、構造用合板t12下張り

改修ＦＬ
ユニバーサルトイレ

既存ＦＬ

1
7

アリーナ
男子便所

GB-St=12.5捨張 化粧FKt=6張(ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用)

既存ＦＬ＝改修玄関ＦＬ

配管ﾋﾟｯﾄ 配管ﾋﾟｯﾄ

女子便所

200

既存ＦＬ＝改修ＦＬ
男子・女子便所

80

防水モルタルt=20

図面番号区　分
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A3:
2023-001
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岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

バリアフリートイレ

バリアフリートイレ

バリアフリー

改修　部分詳細図

あと施工アンカー



251/100

10

2.5

控室１

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

新規ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

手摺ﾊﾟﾈﾙ：新規 GP25A 手摺り子φ13 SOP

　キャットウォーク手摺り改修詳細図　S=1/30　

溶接接合

溶接接合

溶接接合

留め金物:FB4×50 ﾙｰｽﾞﾎｰﾙ加工
M10(4ヶ所)

ｷｬｯﾄｳｫｰｸFL

既存手摺支柱：ｶｯﾄのうえﾓﾙﾀﾙ補修

新規手摺支柱：既存ﾓﾙﾀﾙはつり

のうえ、ﾓﾙﾀﾙﾃ補修

 手摺り子φ13 SOP
手摺ﾊﾟﾈﾙ：新規 GP25A

ｷｬｯﾄｳｫｰｸFL

手摺り子:φ13 SOP

手摺ﾊﾟﾈﾙ：ﾌﾚｰﾑ GP25A SOP
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0
アリーナ　Ａ

アリーナ　Ｂ

新設 ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ用鉄骨架台

SOP (詳細は構造図による)

梁型(仕上×3面):新設 木胴縁＠303下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張 SOP 出隅 40×40 SOP

壁:既存木下地 新設有孔ｼﾅ合板t=5.5目透し張 SOP

換気口木枠:新設 30×165 SOP

新設LSD

壁:新設木下地 ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り張 SOP

巾木:新設 木製 SOP

柱型:新設 木胴縁下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張

SOP 出隅 95×40 SOP

梁型(仕上×3面):新設 木胴縁＠303下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張 SOP 出隅 40×40 SOP

ｽﾃｰｼﾞ枠:新設(3方) ﾀﾓ集成材 175×35 UC

框:新設 ﾀﾓ集成材 175×90 UC

新規鉄骨:見掛かり SOP

壁:新設木下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り張 SOP

新設LSD

巾木:新設 木製 SOP

新設 折畳み式

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

壁:既存下地

新設ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り目透かし張 SOP

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=12捨張、

長尺弾性塩ビシートt6.0 新設
既存木額縁:SOP塗替え

既存ﾀﾗｯﾌﾟ:

SOP塗替え

既存手摺:SOP塗替え

新設 木枠 t=30

新設 暖房機用めがね石(330角t=150) 既存木見切:SOP塗替え

既存手摺:SOP塗替え

既存壁:SOP塗替え

既存壁:SOP塗替え

既存木額縁:SOP塗替え

既存面格子:SOP塗替え
既存巾木:SOP塗替え

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ･滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

新規建具：別途工事

新設 暖房機用

めがね石(330角t=150)

壁:既存下地

新設ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り目透かし張 SOP

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ

滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

壁:既存木下地 新設有孔ｼﾅ合板t=5.5目透し張 SOP

換気口木枠:新設 30×165 SOP

梁型(仕上×3面):新設 木胴縁＠303下地

ﾗﾜﾝ合板t=5.5+9目透かし張 SOP 出隅 40×40 SOP
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既存ＳＤ

天井:新規LGS下地 GB-Dt=9.5直張

新規壁：ﾗﾜﾝ合板t=9+5.5

　　　  目透かし張 SOP
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改修ＦＬ
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Ty0

Ty1

Tx15

ステージ下 移動式収納台 新設

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
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体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　アリーナ展開図１
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アリーナ　Ｃ

アリーナ　Ｄ

既存手摺:SOP塗替え

天井:新規LGS下地 GB-Dt=9.5直張

既存壁:SOP塗替え

既存木額縁:SOP塗替え

既存巾木:SOP塗替え
既存面格子:SOP塗替え

新設 暖房機用めがね石(330角t=150)

新設 木枠 t=30

既存壁:SOP塗替え

既存巾木:SOP塗替え

既存ＳＤ

既存木見切:SOP塗替え

新設 暖房機用めがね石(330角t=150)

新設 木枠 t=30

既存手摺:SOP塗替え

既存ﾀﾗｯﾌﾟ:SOP塗替え

既存木額縁:SOP塗替え

既存面格子:SOP塗替え

換気扇木枠:

新設 30×165 SOP

換気扇木枠:新設 30×165 SOP

壁:既存木下地

新設有孔ｼﾅ合板t=5.5

目透し張 SOP

既存壁:SOP塗替え

既存ﾀﾗｯﾌﾟ:SOP塗替え

既存ＳＤ 新規LSD

巾木:新設 木製 SOP

既存ＳＤ

既存壁:SOP塗替え

既存巾木:SOP塗替え

既存ＳＤ

既存木見切:SOP塗替え

既存ＳＤ

既存壁:SOP塗替え

既存巾木:SOP塗替え

既存ﾀﾗｯﾌﾟ:SOP塗替え
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共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ･滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

1
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壁:既存下地

新設ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り目透かし張 SOP

新規床仕上：既存床仕上の上、

ラワン合板t=12捨張、

長尺弾性塩ビシートt6.0 新設

壁:既存下地

新設ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り目透かし張 SOP

新設 ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ用鉄骨架台

SOP (詳細は構造図による)

新設 折畳み式

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

新設 暖房機用めがね石(330角t=150)

新設 木枠 t=30

壁:既存下地

新設ﾗﾜﾝ合板t=5.5捨張

杉集成板t=18合決り目透かし張 SOP

壁:既存木下地

新設有孔ｼﾅ合板t=5.5

目透し張 SOP
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新規 体育器具基礎

新規床下点検口

床開口：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ補修

床開口：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ補修

新規床下点検口

ｺﾝｸﾘｰﾄ束:新規(200角6ヶ所)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120復旧

ｺﾝｸﾘｰﾄ束:新規(200角6ヶ所)
新規床下点検口

ｱﾘｰﾅに同じ

新規 鋼製束

大引鋼 50x50xt2.3 @900

根太鋼 29x35x64xt1.2 @300

大引き 105×105

根太 45×60@303

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ13 L=400

4-D10

□-D10@200
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Tx17

根太、大引き（ﾊｯﾁ部分）：復旧

UP

UP

+500

±0

+1,000

床束伏図　S=1/100 床組伏図　S=1/100

新規 ｺﾝｸﾘｰﾄ束廻り詳細図　S=1/20

新規 体育器具基礎

根太、大引き（ﾊｯﾁ部分）：復旧
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体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　床伏図１

A1: 1/100
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バリアフリー
トイレ
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28改修　床伏図２
図示

図示

既存床の上

捨　貼：ラワン合板 ｔ=15

控室1・控室2

鋼製床下地

支持脚 301型(ｻﾎﾟｰﾄﾀｲﾌﾟ) @1200×900

大引鋼：50×50×2.3ｔ@900

ステージ・控室1・控室2 GL+1,450・H=450

根太鋼：29×35×64×1.2ｔ@300

GL+1,017

仕　上：床シート　t=2.0

捨　貼：構造用合板 ｔ=12

周　囲：エキスパンションゴム 20×15取付

仕　上：積層フローリング貼 ｔ=15
普通貼 カバ 塗装品

既存床の上、木組下地

捨　貼：構造用合板ｔ=15+ラワン合板ｔ=15

控室1：スロープ GL+1,017～+GL+1,450・H=0～450

仕　上：床シート t=2.0

200以内

900以内900900900

155

155225

1,
20

0
1,

20
0

1,
20

0
1,

20
0

捨貼 ラワン合板 t=12

弾性床シート t=6.0

既存床フローリング既存床 捨貼合板

既存床下地組

支持脚 301型
@1200×900

捨貼 構造用合板 t=12

普通貼 カバ 塗装品
積層フローリング貼 t=15

50×50×2.3ｔ
大引鋼 @900

29×35×64×1.2ｔ
根太鋼 @300

(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

(ｻﾝﾖｳｽﾎﾟｰﾂ同等品)

控室２

控室１

+1,017

+1,017

アリーナ
+1,018

ステージ
+1,450

既存床の上(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

捨　貼：ラワン合板 ｔ=12

アリーナ

周　囲：シール処理

GL+1,018

収納台車部分：既存床の上、ﾗﾜﾝ合板t=18貼(ﾚﾍﾞﾙ調整用)

ステージ

(鋼製框ユニット @1200）

900 900

支持脚 301型

200以内 木製巾木

エキスパンションゴム

150

捨貼 構造用合板 t=12

29×35×64×1.2ｔ

155

1
50

２０×１５

普通貼 カバ 塗装品
積層フローリング貼 t=15

@1200×900 45
0

4
3
2

根太鋼 @300

50×50×2.3ｔ
大引鋼 @900

既存床+ﾗﾜﾝ合板t=18

既存床(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

捨貼 ラワン合板 t=12

弾性床シートt=6.0

既存床下地

アリーナ

ステージ

新規床見切:集成材 120×55 SOP

4
3
3

支持脚 301型

150
29×35×64×1.2ｔ

120

5
5

▼ GL+1,450

@1200×900

4
5
0

根太鋼 @300

50×50×2.3ｔ
大引鋼 @900

既存床

既存床(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

捨貼 ラワン合板 t=15

床シート t=2.0

既存床下地

控え室

ステージ

支持脚 301型
@1200×900

4
50 50×50×2.3ｔ

大引鋼 @900

控え室１

▼GL+1,018

▼ GL+1,450

8
5
0

1
8

1,710

床見切り

4
5
0

1
,
0
00

8
5
0

新規框:ﾀﾓ集成材 155×150 UC

捨貼 構造用合板 t=12

普通貼 カバ 塗装品
積層フローリング貼 t=15

1
,
01
8

1
5
0

1
,
0
0
0

▼ GL

4
3
2

1
,
0
0
0

▼ GL+1,017

85
0

1
7

1
,
0
17

1
5
0

1
,
0
00

▼ GL

1
,4
5
0

29×35×64×1.2ｔ
根太鋼 @300

捨貼 構造用合板 t=12

普通貼 カバ 塗装品
積層フローリング貼 t=15

木床組下地

スロープ

1
,
4
5
0

捨貼 構造用合板 t=15+ラワン合板 t=15

床シート t=2.0

▼ GL+1,017

既存床下地

▼GL

既存床

1
5
0

8
5
0

2
1
6

1
,
4
5
0

1
5
0

1,
0
1
7

21
6

▼ GL+1,450

1
7

▼ GL+1,450

1
8

▼ GL+1,018

1
,
0
0
0

600**

点検口 ６００角

2
00

床同材仕上

ビス留め

カギ付把手

床同材仕上

600

6
0
0

シール処理

点検口周囲
シール処理

点検口 600角

新
規

 
既

存
床

既存床(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

捨貼 ラワン合板 t=12

弾性床シートt=6.0

▼ GL+1,018

既存床(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面にｻﾝﾀﾞｰ荒掛1回）

捨貼 ラワン合板 t=12

弾性床シートt=6.0

アリーナ

▼GL+1,018

既存巾木

1
2

6
既

存
床

シール処理

既存床見切り

凡例

：根太、大引き、捨張合板（ﾊｯﾁ部分）：復旧、

ラワン合板t18下地張（既存アリーナＦＬと同レベル）の上、

各室下地、仕上 新設

Tx12

玄　関
+850

+1,000

ｸﾂｲﾚ

+1,018

ｸﾂｲﾚ

+1,000

+1,000

+800

+800

+100
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ﾌﾞﾚｰｽ ﾌﾞﾚｰｽ

ﾌﾞﾚｰｽﾌﾞﾚｰｽ

UP
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男子

女子
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犬走り

犬走り
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,
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,
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5
,
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0

5
,
5
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0

2
2
,
1
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Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

Ty1

Ty0

N

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

+850

靴
洗

い

UP +290

+275

SK

5,000300

消

UP

UP

UP

UP

-500

UP

Xa1Xa0

+1,018

屋内運動場　床平面図　S=1/100

屋内運動場　床断面図　S=1/20

床点検口取付詳細図　S=1/20 床端部納まり図　S=1/5

外部スロープ：新設

(平場)ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ、

(斜面)ｺﾝｸﾘｰﾄ箒目仕上

（勾配に直角方向）

+1,000

MS-2 20x18

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

仕　上：弾性床シート(ｻﾝﾖｳｽﾎﾟｰﾂ同等品)t=6.0

バリアフリートイレ
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1/100

1/200

EP-G塗替え

手ｽﾘ

手ｽﾘ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

アリーナ吹抜

女子
便所
CH=2,500

CH=2,500
便所
男子

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ＣＤＤ

既存防球ﾈｯﾄ

既存防球ﾈｯﾄ

CH=2,483

２

２

ホール
CH=2,500

１

凡　例

樹脂製廻り縁

樹脂製廻り縁 Ａ

Ｂ

LGS下地 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9(910角)直張

LGS下地 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=5 目透し張 VP

Ｃ 野地板裏表し 鉄部OP塗

Ｄ

１

２

新規LGS下地 GB-D t=9.5直張

新規LGS下地 FK t=6 目透かし張 EP

３ 既存LGS下地 新規F t=5(H型ｼﾞｮｲﾅｰ) EP-G 【既存のまま】

新規天井点検口 450角 ｱﾙﾐ製

２

３

ステージ吹抜

控室１

１

CH=2,583

アリーナ吹抜

Tx12

110 2,140
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5
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0

22
,
1
20

Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

Ty1

Ty0

1,
2
4
0

1
,2

4
0

50

5,350 5,350 5,350 5,350 5,350

26,650 50

26,750

Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

1,450 1,450

6
0

5
,5

6
0

5,
5
0
0

5
,5

00
5
,5

6
0

6
0

22
,
1
20

1
,2

4
0

1,
0
00

50

5,3505,3505,3505,3505,350

26,750 1,4501,450

50

1,
2
4
0

1
,
00

0

防
球

ﾈ
ｯﾄ

防球ﾈｯﾄ:ﾈｯﾄ･ﾜｲﾔｰ

滑車･ﾛｰﾌﾟ新設

ﾌﾞﾚｰｽ ﾌﾞﾚｰｽ

ﾌﾞﾚｰｽﾌﾞﾚｰｽ

Ｄ

Ｄ

控室２

１

CH=2,583

ブレース：新設

共通して塗装については、

下地調整B種(RB種) 塗装B種とする。

新規鉄骨表し SOP

ブドウ棚

新規天井点検口

600×600

新規カーテンボックス

150×150　L=11.0ｍ SOP塗り

(ﾊｯﾁ部分)

水切:既存ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 DP塗替え

Tx17通り：

新規鉄骨表し SOP

鼻隠し･破風:既存ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板

高日射反射塗料塗り

水切:既存ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板

DP塗替え

鼻隠し･破風:既存ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板

高日射反射塗料塗り

１階天井伏図 キャットウォーク天井伏図

トイレ

※ステージ舞台機構に

ついては詳細図を参照

アルミカーテンレール（S）

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

バリアフリー

改修　天井伏図
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玄　関

ﾌﾞﾚｰｽ ﾌﾞﾚｰｽ

ﾌﾞﾚｰｽ
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UP

便所
男子

女子便所

犬走り

防
球

ﾈｯ
ﾄ

アリーナ
+1,018

犬走り

可動階段

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

UP

SK

ステージ

控室２

控室１

UP

UP

Xa1Xa0

ﾌﾞﾚｰｽ

手ｽﾘ

アリーナ吹抜

控室天井裏

控室天井裏

手ｽﾘ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

防球ﾈｯﾄ

防球ﾈｯﾄ

渡り廊下

ステージ
吹抜

UP

300 5,000

300 5,000

AW
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図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　建具配置図

トイレ
バリアフリー
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1/ 50

1/100

その他

建具金物

見込硝子 塗装

形状　種類　寸法
（開閉方式）

その他

建具金物

見込硝子 塗装

形状　種類　寸法
（開閉方式）

その他

建具金物

見込硝子 塗装

形状　種類　寸法
（開閉方式）

その他

建具金物

見込硝子 塗装

形状　種類　寸法
（開閉方式）

記号・型式

記号・型式

記号・型式

記号・型式

AW

1

70 シルバー

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

NF6.8

AW

70

2

シルバー

アルミ引き違い２連窓

アルミパネル

クレセント、無目、方立、額縁アングル、皿板(56mm)

AW

70 シルバー

アルミ引き違い２連窓

ｱﾘｰﾅFL

ｷﾞｬﾗﾘｰFL

便所FL

70 シルバー

AD

1
アルミFIX付引き分け戸

玄関FL

鍵、額縁アングル(3方内外)、方立、ｽﾃﾝﾚｽUﾚｰﾙ、

中央戸当り

引戸:NP6.8

FIX:FL5

FIX FIX

FIX

1

SD

F4 下地調整 RB種、SOP B種

掛金、ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ、ﾄﾗｯｸﾌﾞﾗｹｯﾄ、中央戸当りｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(水切付加工)、ｽﾃﾝﾚｽ引手

ｱﾘｰﾅFL

SD

2
スチール引き分けハンガーﾌﾗｯｼｭ戸 スチール引き分けﾌﾗｯｼｭ戸

280

三方枠W200

下地調整 RB種、SOP B種

三方枠W218

298

ｽﾃﾝﾚｽ引手、中央戸当り、ｽﾃﾝﾚｽ戸車、ﾚｰﾙ(枠共)

ｱﾘｰﾅFL

SD

3
スチール片引きﾌﾗｯｼｭ戸

3

器具室:F4

便所:F4+A6+FL3

下地調整 RB種、SOP B種298

ｽﾃﾝﾚｽ引手、ｽﾃﾝﾚｽ戸車、ﾚｰﾙ(枠共)

ｶﾞﾗﾘ(山型)

ｱﾘｰﾅFL

SD

F4 下地調整 RB種、SOP B種

掛金、ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ、ﾄﾗｯｸﾌﾞﾗｹｯﾄ、中央戸当りｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(水切付加工)、ｽﾃﾝﾚｽ引手

ｱﾘｰﾅFL

スチール引き分けハンガーﾌﾗｯｼｭ戸
4

214

三方枠W184

三方枠W218

FIX

ｶﾞﾗｽ：F4 ｶﾞﾗｽ：F4

（内部掛金錠の解錠用）（内部掛金錠の解錠用）

取付場所・数量 ２ 14 ３アリーナ

改修工事内容 既存のまま：2ヶ所

一部 NF6.8→F4

アルミＦＩＸ付引き違い２段10連窓
AW

1'

取付場所・数量

改修工事内容

取付場所・数量

改修工事内容

取付場所・数量

改修工事内容

網戸新設

１玄関 ２アリーナ １ ２便所前室 ２アリーナ

既存のまま SOP塗替（枠共）、可動金物取り替え

クレセント、外部3方ｱﾙﾐ額縁、皿板(56mm)、クレセント、外部3方ｱﾙﾐ額縁、皿板(56mm)、

内部額縁ｱﾝｸﾞﾙ ｱﾙﾐ額縁、額縁ｱﾝｸﾞﾙ(器具室)、樹脂製網戸

キャットウォーク

25,775
1,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,70070835701,700
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665 50 1,300 50 665
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1
,
9
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2,000 1,440

1
,
97

0
2
5

1
,
97

0
2
5

714 1,800

1
,
9
85

2
5

１４ヶ所既存のまま ３ヶ所

２ヶ所 SOP塗替（枠共）、可動金物取り替え １ヶ所１ヶ所 １ヶ所SOP塗替（枠共）、可動金物取り替え SOP塗替（枠共）、可動金物取り替え ２ヶ所

TB

ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ、ﾗｯﾁ･ｽﾄﾗｲｸ、帽子掛け戸当り

TB

ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ、ﾗｯﾁ･ｽﾄﾗｲｸ、帽子掛け戸当り

１ １女子便所男子便所

11
ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

頭ﾂﾅｷﾞ、ｽﾃﾝﾚｽ巾木

30 30

頭ﾂﾅｷﾞ、ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
12

窓額縁ふかし窓額縁ふかし

LSD

11

TF4 ｶﾗｰ鋼板

枠 325

扉 40

ﾚｰﾙｶﾊﾞｰ

上吊半自閉装置、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ、抗菌把手(L450)

大型ｻﾑﾀｰﾝ＋表示錠、指詰防止ｺﾞﾑ

LSD

ｶﾗｰ鋼板

枠 325

扉 40

上吊半自閉装置、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ、抗菌把手(L450)

LSD

TF4 ｶﾗｰ鋼板

枠 325

扉 40

上吊半自閉装置、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ、抗菌把手(L450)

12 13

控室１１ １ ２控室１、２

鎌錠、指詰防止ｺﾞﾑ、沓摺ﾌﾗｯﾄ 鎌錠、指詰防止ｺﾞﾑ

ﾚｰﾙｶﾊﾞｰ ﾚｰﾙｶﾊﾞｰ

新設 新設 新設 新設 新設

ﾊﾝｶﾞｰ軽量ｽﾁｰﾙ片引き戸 ﾊﾝｶﾞｰ軽量ｽﾁｰﾙ片引き戸 ﾊﾝｶﾞｰ軽量ｽﾁｰﾙ片引き戸

(TB-12に準ずる)

1,530

830 600 100

1
,
90

0

2
0

1,
8
2
0

6
0

1,000

60 1,400

1
,
90

0

60
1,

8
2
0

20

1,
1
7
0

337 600 85
30
85 600 337

602,074

2,
0
0
0

1,040

900 140

2,
0
0
0

1,060 140

1,200 1,200
1,060 140

2,
0
0
0

(有効開口幅) (有効開口幅) (有効開口幅)

LSD

ｶﾗｰ鋼板

枠 325

扉 40

丁番、握り玉、沓摺ﾌﾗｯﾄ

14

１控室２

本締錠、ﾌﾗﾝｽ落し、ﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟｰ

新設

軽量ｽﾁｰﾙ両開き戸

2,
0
0
0

2,000
1,000 1,000

AW

ｶﾗｰ鋼板扉 70

ｸﾚｾﾝﾄ、外部3方ｱﾙﾐ額縁、ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ、下部隙間塞ぎ

11

１控室１

ｱﾙﾐ額縁、把手（L450）

新設

ｱﾙﾐ引違い戸

2,
0
0
0

2,100

上部 強化型4、下部 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

バリアフリートイレ　便所（車椅子）

玄関

バリアフリートイレ、男子便所、女子便所

改修　建具表
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玄　関

床点検口

ﾌﾞﾚｰｽ ﾌﾞﾚｰｽ

ﾌﾞﾚｰｽﾌﾞﾚｰｽ

UP

UP

便所
男子

女子便所

犬走り

N

UP

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

靴
洗

いUP

ステージ

控室２

控室１

UP

UP

UP

UP

UP

+1,018

１１
０６

０
１１

０６
０

２２
１２

０

２２５０

５３５０ ５３５０ ５３５０ ５３５０

５３５０２１４００

Ｔx１２ Ｔx１３ Ｔx１４ Ｔx１５ Ｔx１６ Ｔx１７ Ｔx１８

Ｔy１

Ｔy０

５００ ５００

１９５０ １９５０

１

２

３

２

３

記号 種　　　別 寸　　　法 面数 備　　考

コートライン内訳表

１ バスケットボールコート ２００００×１４０００ １面 実線 ライン幅５０mm

２ バレーボールコート（６人制） １８０００×　９０００ ２面 実線 ライン幅５０mm

３ バドミントンコート １３４００×　６１００ ２面 実線 ライン幅４０mm

※コートライン色は現場打ち合わせにより決定実施。

コート、体育器具配置図　Ｓ＝１／１００

ステ
ージ

前ネ
ット

２００

２０５

２１０

２１５

２２０

１９０

　内　　　　管　

（カーボン製　φ７６．３）

　　外　　　管　　

（カーボン製　φ６４．２）

テクノーラ

ＦＬ

底ゴム

ネット巻き

滑車

昇降ハンドル

３０
０

１９
２０

～２
４５

０

日本バドミントン協会検定品

１５
０

クラムクリート

引張りロープ

（ナイロンφ５）

ナス環

支柱φ４０ １５
５０

　（
支柱

下部
にて

微調
整）

下部調整部

ネット（別途）

押しネジ

Ｓ＝１／３０

ＦＬ（ネ
ット

高さ
　バ

ドミ
ント

ン）
　１

５５
０

（ネ
ット

高さ
　ソ

フト
バレ

ー）
　２

００
０

（ネ
ット

高さ
　イ

ンデ
アカ

）　
１８

５０

（ネ
ット

高さ
　ソ

フト
バレ

ー　
ミニ

）　
１８

００

支柱下部（高さ調整部）詳細

（ネ
ット

高さ
　イ

ンデ
ィア

カ）
　２

１５
０

（ネ
ット

高さ
　イ

ンデ
ィア

カ）
　２

２５
０

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事

バリアフリー
トイレ

改修　コートライン
支柱 詳細図

1/100A1:
1/30

1/60

カーボン製　ベベルギヤー式　Ｓ＝１／３０

ＤＥ５３００　バレーボール用支柱　【参考図】

ＤＥ４５２１　兼用支柱（差込式）【参考図】
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▽アリーナＦＬ

（４１０）

Ｈ－１２５×１２５×６．５×９（左右）

取付用受け材（鉄骨工事に含む）

▽アリーナＦＬ

主軸芯

基枠 －５０×５０×３．２

軸受け

ベアリング入

主　軸

φ４０
フレーム

４０×４０×２．３

操作ハンドル

６０
０

６０
０

ベベルギヤボックス

３４０

ゴールリング：検定品

４５
０

５０

１２００ ３０
５０

バックボード：プラスチック板

日本バスケットボール協会検定品

ボードパッド

上下調節装置

２９
００

１０
５０

折畳バスケットゴール
（日本バスケットボール協会装置検定品）

DC112500
床ハンドル操作式　Ｓ＝１／５０

（１５１０）

２２６０

（１
２７

５）

バス
ケッ

トコ
ート

セン
ター設置状態

収納状態

バスケットコート
エンドライン

センターまで１００００
２０ｍコート

（４１０）

（１５１０）

３４０

２２６０

６００ ６００

バスケットコートセンター

Ｔｘ１５

Ｔｙ１

Ｔｙ０

※暖房機設置がある場合
体育器具設置位置を避ける事

※暖房機設置がある場合
体育器具設置位置を避ける事

１２
９５

２９
５５

１８００

バスケットコートセンター

Ｔｘ１５

▽アリーナＦＬ

折畳バスケットゴール
取付用受け材　正面図 　Ｓ＝１／５０

※鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

※体育器具取付工事時にＨ鋼フランジ前側部分をプレートで
挟み込みボルト止めにより施工実施。
プレート取付箇所に鉄骨ジョイント等障害物が無き事。

Ｔｘ１５

Ｔｙ１

Ｔｙ０

u　折畳バスケット　荷重参考値　

６００ ６００

　コ
ート

セン
ター

５
９

０

リング先端にかかる短期荷重：約１．５ＫＮ

全重量：約２３０ｋｇ

ＰＡ：取付上部にかかる引張荷重

　　短期（使用時）

ＰＢ：取付下部にかかる圧縮荷重（－Ｐ Ａ）

　　短期（使用時）

約５．６４ＫＮ

約５．６４ＫＮ

ＰＣ：取付下部にかかる垂直荷重

　　短期（使用時） 約０．９４ＫＮＰＣ

ＰＡ

ＰＢ

ＰＡ

ＰＣ

ＰＢ

５９
０

３１
６０

５９
０

３１
６０

▽アリーナＦＬ

フロアー滑車

ターンバックル

移動環
ワイヤーロープφ５

重り１㎏

防球ネット車

操作用ロープ

※操作側のみ

片開きロープ操作式　Ｓ＝１／５０ＨＡ２１１０００　ステージ前ネット

ステージ

スピーカー４００想定

バレーボール用

支柱位置

現地合わせ

ステージ前ネット

８００

現地合わせ

防球ネット取付用受け材
Ｈ－２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

取付
用受

け材
設置

位置
は現

場打
合せ

によ
り決

定

取付用受け材設置位置は現場打合せにより決定

　　ネット　（白色）　　

（ビニロン１１０ｍｍ目）

Ｔｘ１７

▽アリーナＦＬ

Ｔｙ１ Ｔｙ０

防球ネット取付用受け材
Ｈ－２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

取付
用受

け材
設置

位置
は現

場打
合せ

によ
り決

定

防球ネット取付用受け材
Ｈ－２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

取付用受け材設置位置は現場打合せにより決定

断面
1

１１
０６

０
１１

０６
０

２２
１２

０

２１４０

５３５０ ５３５０ ５３５０ ５３５０

５３５０２１４００

Ｔx１２ Ｔx１３ Ｔx１４ Ｔx１５ Ｔx１６ Ｔx１７ Ｔx１８

Ｔy１

Ｔy０

６００ ６００

ア部

ア部

ステージ側

補強材は鉄骨工事に含む
補強鉄骨の取付位置等詳細は姿図を参照のこと

Ｓ＝１／１５０補強伏図

体育器具取付範囲内は電灯を取付ないこと

取付
位置

は現
場打

合せ
によ

り決
定

取付
位置

は現
場打

合せ
によ

り決
定

イ部

イ部

ア部：壁面バスケットゴール取付用受け材
Ｈ－１２５×１２５×６．５×９（左右）

全２か所
イ部：防球ネット取付用受け材

Ｈ－２００×１００×５．５×８
全２か所

６００ ６００

重り１㎏

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

1/ 50A1:
1/150

1/300

改修　バスケットゴール
・防球ネット 詳細図
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玄　関

床点検口

ﾌﾞﾚｰｽ ﾌﾞﾚｰｽ

ﾌﾞﾚｰｽﾌﾞﾚｰｽ

UP

UP

便所
男子

女子便所

犬走り

N

UP

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

靴
洗

いUP

ステージ

控室２

控室１

UP

UP

UP

UP

UP

+1,018

１１
０６

０
１１

０６
０

２２
１２

０

２２５０

５３５０ ５３５０ ５３５０ ５３５０

５３５０２１４００

Ｔx１２ Ｔx１３ Ｔx１４ Ｔx１５ Ｔx１６ Ｔx１７ Ｔx１８

Ｔy１

Ｔy０

３５０９５５０ ３５０ ９５５０

６０６０ １９７０ ６０６０１９７０

Ａ ＡＡ′ ＢＢＢ Ｂ

３０
０

５０

（φ７７）

（１７０）

（１
４６

）

ソケット

フロアープレート

　　フ　　タ　　

ＦＬ

（引抜鋼管）

（アルミ合金）

（アルミ合金）

Ａ部（Ａ′部）：ＫＤ０１４０　床金具ＡＳ型φ７６用
板張床用　（バレーボール用） Ｓ＝１／５

（φ４１）

ソケット

　　フ　　タ　　

フロアープレート

ＦＬ

５０
１５

０
（１

１０
）

（１３３）

（アルミ合金）

（アルミ合金）

（引抜鋼管）

Ｂ部：ＫＤ０５４０　床金具ＡＳ型φ４０用
Ｓ＝１／５板張床用　（バドミントン用）

主筋１２×Ｄ１３

帯筋Ｄ１０＠２００

印

空　洞

Ａ、Ｂ部：基礎詳細 Ｓ＝１／２０

１０
（基

礎天
端～

根太
下端

）

１５０ φ３００ １５０

６００

▽ＦＬ

４０
０

床高

空　洞

８０
～１

００
ｍｍ

以内

あと施工アンカー
１６－Ｄ１３

Ｌ＝８０

あと施工アンカー
１２－Ｄ１３

Ｌ＝８０

基礎内訳表

Ａ（Ａ′） バレーボール用基礎 ４個

Ｂ バドミントン用基礎 ４個

合　　　計 ８個

※バレーボール用基礎（床金具）位置は建物合わせの為

正規位置ではございません

基礎配置図　Ｓ＝１／１００

印

空　洞

帯筋　Ｄ１０＠２００

主筋　１６×Ｄ１３

空　洞

床高

▽ＦＬ

空　洞

空　洞

印

１０
（基

礎天
端～

根太
下端

）

１２４０

Ａ′部：基礎詳細 Ｓ＝１／２０

８０
～１

００
ｍｍ

以内

１２０ φ３００ φ３００ １２０

２７０ ２７０

５４
０

１２４０

１２０

１６０

１２０

３５０ ３５０

４０
０

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－

バリアフリー
トイレ

改修　体育機器基礎
詳細図

1/100A1:
/20,/5

/40,/10
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見切天端

アリーナ

ステージ

改修ＦＬ

控室天井裏 控室天井裏

Tx18

Tx17

Ty1 Ty0

CL
ステージ

Tx18Tx17

備       考ワイヤーロープ径仕           様 吊点数動      力方       式バトン長さ数量No.

1

吊物装置仕様一覧表

名         称 バトン等重量 積載量 合計重量

バトン1 1 手動昇降 STK-φ42.7 75kg元φ6・枝φ48,000 100kg用リミット付ウィンチ 4 25kg 100kg -

2 バトン2 1 手動昇降 STK-φ42.7 75kg8,000 100kg用リミット付ウィンチ 4 25kg 100kg -元φ6・枝φ4
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ステージ吊物装置配置平面図 縮尺：1／40

ブドウ棚上吊物装置配置平面図 縮尺：1／40
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控室2控室1

21

5350

ステージ吊物装置配置断面図 縮尺：1／30

手動ウィンチ詳細図 縮尺：1／10

9
3

360

524.5

100kg用リミット付ウィンチ

バトン2用ウィンチ

バトン1用ウィンチ

元滑車横滑車枝滑車

元ワイヤー

枝滑車枝滑車枝滑車

CL
ステージ

ブドウ棚上吊物装置配置断面図 縮尺：1／40

工事箇所

吊バトン昇降装置製作取付

建築工事 吊物工事

ブドウ棚工事

○

○

工事区分

-

-

タラップ ○ -

凡例

荷重

水平方向の荷重を示す。

垂直方向の荷重を示す。

注）荷重は最大積載時の荷重を示す。

　　スノコ自重、他設備等の荷重は含まない。

（単位はkg）

荷重

100

100

490 490

1020

M12

40 35 35 35

40 35 35 35

20

20
115

115

最大径 R280

ウィンチ架台

□-50×50×3.2

挟込み用アングル

L-50×50×6

※ステージ床下に入れること

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　ステージ吊物装置
　　　配置図・仕様表 図示/2

図示
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1/ 5,40

1/10,80
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0
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17
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100
Tx18

Tx17

CL
ステージ

控室2控室1

ステージ

アリーナ改修ＦＬ

21

下パイプ4654

イメージW4588

Tx18
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ー
ジ

H
34
7
2

Ty1通りから11060 Ty0通りから11060

53
5
0

Ty1通りから11060 Ty0通りから11060

2388 2388

取付孔芯4776

2417.5 2417.5

ケース全長4835

開
口

4
00

0

5350

43
2

ステージ改修ＦＬ

25 25

アリーナ

50
0

37
00

52
8

開
口

4
00

0

アリーナ改修ＦＬ

ステージ改修ＦＬ

43
2

Tx17
CL

ステージ

A詳細（S＝1/5）

ス
テ

ー
ジ

改
修

F
Lか

ら
4
20

0

78
0

Tx18通りから 780

100

531
4
57

0

530 531

780

249

37
00

50
0

4570

42
00

ぶどう棚（建築工事）

継ぎ目

バトン（建築工事）

A

手動スクリーン

SMP-W4588×H3700-全白-TWW3-WG103（オーエス）

質量:50kg

手動スクリーン

SMP-W4588×H3700-全白-TWW3-WG103同等品

質量:50kg

手動スクリーン

SMP-W4588×H3700 -全白

-TWW3-WG103同等品

質量:50kg

手動スクリーン

SMP-W4588×H3700-全白-TWW3-WG103同等品

質量：50kg

カーテンBOX（建築工事）

カーテンBOX（建築工事）

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　手動スクリーン
　　　プロット図



37

亜鉛メッキ

黒色焼付

亜鉛メッキ

黒色焼付

黒色焼付

亜鉛メッキ

黒色焼付

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

黒色焼付

本体は

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

黒色焼付

表 面 処 理

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

黒色焼付

亜鉛メッキ

品  番

角鋼管 30*20*1.2

表面ポリエステル化粧合板（カタログより選択）

ＭＴトラック専用車輪

車輪外径　φ１００

鋼材　4.5ｔ

丸棒　φ17

鋼板  1.6ｔ

鋼板  1.6ｔ

鋼板  1.6ｔ

鋼材  4.5ｔ

亜鉛メッキ鋼板  1.0ｔ

鋼板  2.3ｔ

鋼板  2.3ｔ

鋼板  2.3ｔ

鋼板  2.3ｔ

押　　　　手

品　　　名

サ　イ　ド枠

コーナーガセット

連結ＰＬＴ１

車輪サポート

補助サポート

ストッパー

床　　板

レールサポート

ガイドレール

車輪ｶﾞｲﾄﾞﾍﾞｰｽ

車　　　　軸

軸　　　　受

材　料　・　加　工　等

主　要　構　成　部　品　仕　様　書

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１７

下地鋼板　1.2ｔ

角鋼管  30*20*1.2

鋼板  2.3ｔ

亜鉛メッキ鋼板  1.0ｔ

鋼材  4.5ｔサイド枠倒れ止

連結ＰＬＴ２

中床板

パイプ

１９

２０

２１

２２

車　　　　輪１６

飾り板１８

３．レール下地　木板仕上げは別途工事

Ｍ８×２５タッピンネジ

仕様

シルバー角鋼管 30*20*1.6

Ｍ１０Ｘ７０ボルト止め

下地材

表面材(表面ポリエステル化粧合板)

鋼板2.3ｔ曲げ加工

飾り板断面図（Ｓ＝１／５）

1200 1200 1200 1200 1200 1200 1200

8400

Ａ部

台車収納時平面配置図（Ｓ＝１／５０）

飾り板2
2
2

1
5
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2
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4
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3
2

飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板
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8400

ステージ正面図（Ｓ＝１／５０）
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Ｍ8Ｘ25
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0
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4
0
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束
芯

～
芯

1
2
0
0

万能収納台車（Ｓ＝１／２０）

アリーナＦＬとレール設置面は同じ高さのこと

4
0

1
5
0

2
2
2 4
3
2

飾り板詳細図（Ｓ＝１／２０）

表面ポリエステル化粧合板
表面材

1160

2
2
2

タッピンネジ

飾り板取付金具（ハット型）

安全ゴムパット

車輪ピッチ600

台車最大1025

束芯～芯1200

2
2
24
3
2

1
5
0

4
0

2
0

20

1

台車正面図（Ｓ＝１／２０）
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1
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0

（
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法
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0
）
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車

最
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1
0
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5
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台
車

平
面

図

1
0
0
0

14 6 7

20

9 21

30 30

4569

4509

1
3
0

4 191 522
3

1
3
0

2
6
0

4725

有効奥行き4825以上必要

３辺ヘミング曲げ

鋼板ｔ1.2

30

安全ゴム

鋼板3.2ｔ曲げ加工
飾り板取付アングル

タッピンネジ

万
能
収
納
台
車

万
能
収
納
台
車

万
能
収
納
台
車

万
能
収
納
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車

万
能
収
納
台
車

万
能
収
納
台
車

万
能
収
納
台
車

１．ＭＴトラック　万能収納台車　７ピット７台

２．飾り板　７ピット７台

　　寸法　Ｗ１０００×Ｌ４５００×Ｈ２６０

Ａ部詳細図（Ｓ＝１／５）

裏面

表面

62.5
框下有効奥行きは

飾り板

図面番号区　分

建築意匠

製　図 担　当 検　印

工事名

設計番号

作 成 日
特記 図面名 縮尺

A1:

A3:
2023-001

2024/05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育館改修（建築）工事 Ａ－
改修　収納台車詳細図
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工事名
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2,000

キャスターゲート③
キャスターゲート③

工事現場事務所･作業員駐車場スペース

84

27

16

28

①　仮囲鉄板　55.50ｍ　 ①　仮囲鉄板　142.00ｍ　

①　仮囲鉄板　167.35ｍ　

①　仮囲鉄板　105.17ｍ　

①
　

仮
囲
鉄

板
　
7
5.
6
0ｍ

　

工事中の生徒動線1
（有効幅2ｍを確保)

工事中の生徒動線2
既存ﾌｪﾝｽｹﾞｰﾄ使用
（有効幅2ｍを確保)

④ 敷鉄板 

④ 敷鉄板 

④ 敷鉄板 

④ 敷鉄板 

【　施工条件　】

※地域住民の安全を確保する為、必要に応じてゲート前に交通誘導員を配置すること。

※発生土搬出、コンクリート打設、構造材搬入等の大型車両の入出庫期間は、ゲート前に交通誘導員を配置すること。

②　A型バリケード 800×1200

　

⑤　２階渡り廊下 仮設間仕切り 

記　号

④　敷鉄板 1524×6096 t=22

12.80㎡

　  00ヶ月リース　00.00ｍ　

③

【凡例：仮設計画】

工　種 数　量 揚重機械在置日数（移動式クレーン)

68日

　

25ｔ

　16ｔ

　

16日

　

数　量規　格

アスベスト含有分析調査費（既存校舎接続部分)

定性分析 ・調査個所：３か所

数　量規　格

⑥　交通誘導員 

Ｂ種 軽量下地+合板t=15(片面)

X0

X19

X20

Y3

Xa1

Ya4

Xb1

Xb0

Yb8Yb0

Ya0

Y-1

Y0

Xa0

-
1
8
0

-
1
3
0

D
PD
P

DP
DP

DP

D
P

2024/04

①　仮囲シート　　H=2.0ｍ　 　  12ヶ月リース　545.62ｍ　

　  12ヶ月リース　　2ヶ所　

　  10ヶ月リース　　 155枚　

岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

【
3
5
.
二
戸

地
区
特
別

支
援
学
校

-
校
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棟
】

【37.渡り廊下２】

【36.渡り廊下１】

【39.受水槽２】

【
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.受
水

槽
１

】

【
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.消
火

ポ
ン

プ
】

【38.車庫】

14ヵ月×20日＝280人程度

1/500A1:
1/150

1/300
Ａ-38体育館改修（建築）工事 【参考】仮設計画図
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Eｙ1a

7,666.7

3,000

＊２階渡り廊下 S:1/150
仮設間仕切り：Ｂ種 軽量下地+合板t=15(片面)
               CH=2600  12.80㎡

1,950

13
,
15

0

Eｘ7
Eｘ6

　本工事における共通仮設（積上げ分）については、別添の「実施工事 設計書」に示す項目を想定してお

　なお、現場事務所等については、敷地内での設置を想定している。

り、仮囲い等の他の項目については、本体工事での施工を予定している。

　本工事及び本体工事で見込まれていない共通仮設（積上げ分）で、本工事で必要な項目については、着手

後の協議による。

【特記事項】

下「本体工事」という。」）の仮設計画図（参考図）である。

　本図面は、同時期に施工される「岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）校舎新築ほか（建築）工事（以



１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

（ ２ ） 特 記 事 項 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。●

●

●

２ ． 施 工 計 画 調 査 施 工 計 画 書 の 作 成 に 先 立 つ 調 査

そ の 他 の 事 項 は 、 全 て 監 督 員 の 承 諾 す る 内 容 と す る 。

調 査 は 、 ［ 1.5.2］ 及 び ［ 1.4.4］ に 準 じ て 行 う 。

調 査 報 告 書 に は 、 以 下 を 資 料 と し て 添 付 す る 。

方 　 　              　 法 記  載  事  項  等

施 工 図 等 の 作 成 に 関 わ る 調 査

そ の 他 の 事 項 は 、 全 て 監 督 員 の 承 諾 す る 内 容 と す る 。

施 工 図 等 の 作 成 に 関 わ る 調 査

項 　 　 目 内 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容 記  載  事  項  等

３ ． 施 工 数 量 調 査 既 存 構 造 体 に 関 わ る 施 工 数 量 調 査 [1.2.2][1.2.4][1.3.1][1.4.4][1.5.2][1.5.3]

調 査 は 、 ［ 1.5.2］ に 準 じ て 行 う 。

調 査 報 告 書 に は 、 以 下 を 資 料 と し て 添 付 す る 。

調 査 に 当 た っ て は 、 ［ 1.2.4］ に 準 じ て 記 録 を 行 う 。

そ の 他 の 事 項 は 、 全 て 監 督 員 の 承 諾 す る 内 容 と す る 。

・  施 工 計 画 書 の 作 成 に 先 立 ち 、 調 査 を 下 記 に よ り 行 う 。

・  既 存 構 造 体 の 品 質 確 認 等 の た め の 調 査 を 下 記 に よ り 行 う 。

※  調 査 記 録 写 真 ※  試 験 成 績 書 （ 本 票 又 は 写 し ） ・  現 地 調 査 野 帳

に 先 立 ち 、 監 督 員 に 報 告 す る 。

る と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 そ の 旨 を 監 督 員 に 報 告 す る 。

資 料 と し て 一 式 添 付 す る 。

諾 を 受 け る 。 た だ し 、 施 工 数 量 は ［ 1.5.2］ に 準 じ て 作 成 す る 。

調 査 の 結 果 は 、 ［ 1.2.4］ に 準 じ て 記 録 し 、 当 該 箇 所 に 関 連 す る 施 工 計 画 の 提 出

調 査 の 結 果 が 、 既 存 構 造 体 の 品 質 、 施 工 数 量 、 施 工 及 び 検 査 等 に 関 わ る 事 項 が あ

記 録 は 、 監 督 員 よ り 指 示 の あ る 場 合 を 除 き 、 ［ 1.2.2］ の 施 工 計 画 書 の 提 出 時 に 、

実 施 に 先 立 ち 、 調 査 試 験 計 画 書 を ［ 1.4.4］ に 準 じ て 作 成 し 、 監 督 員 に 提 出 し 承

成 す る 。

調 査 は 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け た 調 査 試 験 計 画 書 に 従 っ て 実 施 し 、 調 査 報 告 書 を 作

す る 。

調 査 報 告 書 は 、 当 該 箇 所 に 関 連 す る 工 事 関 係 図 書 の 作 成 に 先 立 ち 、 監 督 員 に 提 出

調 査 の た め の 破 壊 を 行 っ た 部 分 の 補 修 は 、 調 査 後 に 原 状 復 帰 す る こ と と す る 。 た

だ し 、 当 該 部 分 が 本 工 事 に お い て 改 修 の 範 囲 に 含 ま れ て お り 、 か つ 改 修 工 事 完 了

ま で 支 障 が な い と し て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け た 場 合 に お い て は 、 改 修 工 事 と 同 時 に

補 修 を 行 う も の と す る 。

※  施 工 図 等 の 作 成 に 際 し て 検 討 を 行 う た め の 調 査 を 下 記 に よ り 行 う 。

ち 、 監 督 員 に 報 告 す る 。

る と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 そ の 旨 を 監 督 員 に 報 告 す る 。

ち 、 資 料 と し て 一 式 提 示 す る 。

調 査 は 、 ［ 1.2.4］ に 準 じ て 記 録 し 、 当 該 箇 所 に 関 連 す る 施 工 図 等 の 作 成 に 先 立

記 録 は 、 監 督 員 よ り 指 示 の あ る 場 合 を 除 き 、 ［ 1.2.3］ の 施 工 図 等 の 承 諾 に 先 立

調 査 の 結 果 が 、 既 存 構 造 体 の 品 質 、 施 工 数 量 、 施 工 及 び 検 査 等 に 関 わ る 事 項 が あ

項 　 　 目 範 　 　 囲

※  既 存 構 造 体 の 耐 震 改 修 に 関 わ る 施 工 数 量 調 査 を 下 記 に よ り 行 う 。

諾 を 受 け る 。

実 施 に 先 立 ち 、 調 査 計 画 書 を ［ 1.2.2］ に 準 じ て 作 成 し 、 監 督 員 に 提 出 し 承

施 工 数 量 を ま と め る 。

調 査 は 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け た 計 画 書 に 従 っ て 実 施 し 、 調 査 報 告 書 を 作 成 し 、

※  調 査 記 録 写 真 ・  試 験 成 績 書 （ 本 票 又 は 写 し ） ・  現 地 調 査 野 帳

提 出 す る 。

調 査 報 告 書 は 、 当 該 箇 所 に 関 連 す る 工 事 関 係 図 書 の 作 成 に 先 立 ち 、 監 督 員 に

断 さ れ る 場 合 は 、 そ の 内 容 を 監 督 員 に 報 告 す る 。

調 査 の 結 果 が 、 材 料 の 品 質 、 施 工 及 び 検 査 等 の 変 更 に 関 わ る 事 項 が あ る と 判

承 諾 に 先 立 ち 、 資 料 と し て 一 式 提 示 す る 。

調 査 の 記 録 は 、 監 督 員 よ り 指 示 の あ る 場 合 を 除 き 、 ［ 1.2.2］ の 施 工 計 画 書 の

調 査 の た め の 破 壊 を 行 っ た 部 分 の 補 修 は 、 調 査 後 に 原 状 復 帰 す る こ と と す る 。

た だ し 、 当 該 部 分 が 本 工 事 に お い て 改 修 の 範 囲 に 含 ま れ て お り 、 か つ 改 修 工

事 完 了 ま で 支 障 が な い と し て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け た 場 合 に お い て は 、 改 修 工

事 と 同 時 に 補 修 を 行 う も の と す る 。

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

[1.2.2][1.2.4][1.3.1][1.4.4][1.5.1～ 1.5.3]

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書

[1.2.3][1.2.4][1.3.1]

　 規 格 名 称 　種類の記号   呼び名（ｍｍ） 適用箇所 備　考

用棒鋼（異形鉄筋）

鉄筋コンクリート

種類 種類の記号 網目の形状、寸法、鉄筋の径（mm) 適用箇所

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

鉄　
　

筋　
　

工　
　

事

１ .鉄 　 　 筋 鉄 筋 の 種 類 [8.2.1] [表8.2.1]

※ D19以上

WFP

[8.2.2]

３ ． 鉄 筋 の 継 手 継手方法

　 適 用 箇 所 継手方法と適用径の範囲

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

・ その他（　　　　　　　）

※ ガス圧接（D19以上）　　・ 

※ 重ね継手　　・ 

・ ガス圧接　（　　　　　　）

・ 重ね継手　（　　　　　　）

外観試験 ※ 行う（全数）　　・ 行わない

割裂補強筋の適用

種類 材料 材質 径 本数ﾋﾟｯﾁ等 適用箇所

※ 図示

・ はしご筋

ｰﾄ用棒鋼

ｰﾄ用棒鋼

（異形鉄筋）

※ ６φ

・ ９φ

・ D１０

（　　　　　　）

（　　　　　　）

壁面内方向

（　　　　　　）

壁面外方向

（　　　　　　）

４ ． 圧 接 完 了 後 の

試 験

[8.3.8]

[8.3.4][8.4.2][8.4.3]

５ ． 割 裂 補 強 筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙの径(mm)

ｽﾊﾟｲﾗﾙのﾋﾟｯﾁ(mm)

コ　

ン　

ク　

リ　

ー　

ト　

工　

事

種類及び強度

単位容積質量による

※ 普通コンクリート [8.1.3][8.1.4]１.コンクリートの気乾

あ 

と 

施 

工 

ア 

ン 

カ 

ー 

工 

事

あと施工ｱﾝｶｰの種類 [8.2.4]

鉄骨製作工場の加工能力

※ 建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）

・ 監督職員の承諾する工場 

・ 適用する　　・ 適用しない

鋼材の材質

種類の記号 適用箇所 規格等

[8.1.5]

鉄　

骨　

工　

事

８-３

８-４

８-５

・ 鉄 筋 の 加 工 組 立 は 、 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） の 参 考 資 料

「 各 部 配 筋 　 参 考 図 」 に よ る 。 こ れ に 記 載 な き 部 分 及 び 変 更 す る は 図 示 と す る 。

（ ４ ）

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

一　
　

般　
　

共　
　

通　
　

事　
　

項

８-1 １ ． 適 　 　 用  [8.1.1]適 用 基 準

・改修標準仕様書　第8章 耐震改修工事

工 事 内 容

・耐震改修標準仕様書において第8章 耐震改修工事以外の改修工事で第8章を引用している部分

・ 現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の増設工事

・ 鉄骨ブレースの設置工事

・ 柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・ 連続繊維補強工事

・ 耐震スリット新設工事

・ 免震改修工事

・ 制振改修工事

・ SD295A

・ SD345

溶 接 金 網

・ 重ね継手　 

抜取試験 ※ 超音波探傷試験

・ 引張試験

試験ロットは、1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を

超えるときは200箇所ごととする。

［8.21.6］［8.22.7］

　 鉄筋ｺﾝｸﾘ

　 鉄筋ｺﾝｸﾘ

 SR235

 SD295A

・

６ ． 鉄 筋 の 加 工

及 び 組 立
・ 柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

設計基準強度 気乾単位 スランプ
適用箇所

建物躯体

建物躯体

(cm)

※ 2.3程度

・ 21 ※ 2.3程度

部位毎のコンクリートの打設工法の指定

打設工法補強工法 適用箇所

増設工事

・

・ 全ての増設壁

・

打込み工法等

・ 工法指定なし

・ 図示

６. コンクリートの [8.21.8]［8.23.5］

４. 骨材 [8.2.5]使用骨材のアルカリシリカ反応による区分

※ A　　　・B

[8.2.5]５. 混和材料
※混和剤

混和剤の種類　　※標準仕様書6.3.1(d)(i）による

施工場所セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は

混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

[8.2.5][表8.2.3]種類

基礎、基礎梁

建物躯体（下記以外）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R5210に示された規定の他、水和熱が7日目で352J/g以下かつ28日目で

402J/g以下のものとする。

無筋コンクリートのセメントの種類 ※ 普通ポルトランドセメント又は 混合セメントのＡ種

３.セメント

・ Ⅱ類

[8.1.3][表8.1.1]２.コンクリートの類別
種 別

打放し仕上げの種別 ・A種　・B種　・C種

※ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

（JIS A 5308に適合したｺﾝｸﾘｰﾄ）

類別

[8.1.4][表8.1.3]

[8.9.1] 軽量コンクリート ・適用しない　　・適用する（・1種　・2種）

（気乾単位容積質量：　　　　　t/m3 ）

現場打ち鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の

・ 流込み工法

・ 圧入工法

７. 型枠
[8.2.7]

打増し厚さ　　外部に面するコンクリート打ち放し仕上げ部 [8.7.8]

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ [8.1.4]［8.2.7］

種別

・ A種

・ C種

適　用　箇　所

シアコネクタをセパレータとしての使用 [8.7.8]

外装タイル後張り面の打増し厚さ

・使用する(適用箇所：図示による）

断熱材兼用型枠

Ｇせき板の材料及び厚さ　　※合板（※12ｍｍ　・　　　）

表示のある合板型枠を用いる場合に限る）

(ただし、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」の備考３の

厚さ　　20～40ｍｍ

において評価を取得したもの、又は同等以上とする。

熱抵抗値0.73mK/W以上を有するものとする。建築技術評価「断熱材兼用型枠工法の開発」

８.ひび割れ誘発目地、

打継ぎ目地 目地寸法　　※標仕9.7.3による ・

間隔、位置、形状　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し厚さ部で処理する。

用いた低騒音工法を採用する。

 耐震改修部位に使用するD13以上のあと施工アンカーは、ケーシング又はダイヤモンドビット等を

確認強度

試験方法

※ 抜取試験　　・ 

[8.12.5]

探査方法

※ 鉄筋探知機（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・ はつり出しによる

[8.12.2]
等の探査

穿孔工法

・

接合筋の種類、径、長さ　　　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　）

セット方式　　※本体打込み式改良型　　

セット方式　　※カプセル型回転　・打撃式

・ 金属系アンカー(耐震補強用）

※ 接着系アンカー

接着剤の品質　　　※ 有機系　　・ 無機系

アンカー筋の種類　　※ 改修標仕表8.2.1の異形鉄筋　　

・

日本鉄骨評価センター及び（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製

けた工場又は同等以上の応力のある工場

[8.1.5]

[8.2.8][表8.2.7]

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の 〔 　 〕 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 準 仕 様 書 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す ．

印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ く 「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推

進 に 関 す る 基 本 方 針 （ 平 成 28年 2月 変 更 閣 議 決 定 ） 」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を 満 た す 物 品 を 示 す 。

Ｇ

Ｈ29.5

[8.2.9]
ボルトの区分

※ トルシア形高力ボルト 2種（S10T） 

高力ボルトの径 ※ 図示による（　　　　　　　） ・

すべり係数試験 ※ 行わない　　・ 行う

試験方法等　　・図示による（　　　　　　　　） ・

・ JIS形高力ボルト　 2種（F10T)　　

セットの種類

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

［8.12.7］

(7.12,4)

［8.2.9］

※ 1種（F8T相当）

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

※大臣認定をを受けた内容による

・ 図示による(　　　　　　)　　・ 

すべり耐力等の確認方法　　　

・図示による（　　　　　　　　　　）

※ ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

(7.2.3)ボルト及びナットの材料等

※ 標準仕様書 表7.2.3による

※ 標準仕様書 表7.2.3(d)による座金

摩擦面の処理

・ りん酸塩処理

適用

・ 構造用アンカーボルト

形状、寸法

・

・ 図示による(　　　　　)　　・ 

・ 建方用アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・ 構造用

・ 建方用

適用箇所

・ ABR400

・ ABR490

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.4)(7.10.3)

セットの種類（ JIS　B　１２２０）

種類 ・ SS400　　・ 

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※ 標準仕様書 表7.2.3による　　・ 

形状、寸法

・ 図示による(　　　　　)　　・ 

・図示による ・

・ A種　　・ B種　　・ C種 ・

・ 構造用：（　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 建方用：（　　　　　　　　　　　　　　　）

※改修標準仕様書8.2.10(a)(b)による

・改修標準仕様書8.2.10(a)(b)以外の溶接材料

材料および使用箇所　・図示による（　　　　　　　　　）

径（呼び名）

１６φ

１９φ

２２φ

長さ（呼び長さ）ｍｍ 使用箇所

・ ８０　　・ １００　　・ １２０

・ ８０　　・ １００　　・ １３０　　・ １５０

・ ８０　　・ １００　　・ １３０　　・ １５０

※頭付きスタッド（JIS B 1198)

撤 去 の 範 囲

既 存 設 備 機 器 、 配 管 の 撤 去 、 新 設 、 移 設 等 の 処 理

本 工 事 の 範 囲

撤 去 の 範 囲

既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 内 の 鉄 筋 の 処 置

※  図 示

・  既 存 コ ン ク リ ー ト 撤 去 範 囲 に 接 面 す る 部 分

・  本 工 事 の 範 囲 と し て 図 示 さ れ た 設 備 機 器 及 び 配 管 、 盤 類 の 撤 去 及 び 処 分

※  図 示

す る 部 分

の 撤 去

撤　
　

去　
　

工　
　

事

・  新 設 の コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 グ ラ ウ ト 材 、 鉄 骨 、 連 続 繊 維 補 強 に 接

撤 去 す る 既 存 コ ン ク リ ー ト 内 の 鉄 筋 及 び 鉄 骨 の 処 置

８-２

[8.21.2][8.22.2][8.23.2]［ 8.24.2］ [8.25.2][8.26.5][8.27.2]１ ． 既 存 仕 上 げ 等
既 存 仕 上 げ の 撤 去

既 存 コ ン ク リ ー ト の 撤 去

撤 去 の 範 囲

※  図 示

鉄  筋  の  切  断 適   　 　 用

周 囲 よ り 一 定 長 を 残 し 切 除

鉄 筋 は 切 除 す る

残 す 長 さ

は つ り だ し た 鉄 筋 の 処 置

撤 去 す る 既 存 コ ン ク リ ー ト 内 に あ っ た 鉄 骨 の 処 理

・  コ ン ク リ ー ト 撤 去 範 囲 の

・  コ ン ク リ ー ト 撤 去 範 囲 の

※  図 示

※  図 示

・  全 て の 撤 去 部 分

・  全 て の 撤 去 部 分

・  適 用 な し

・  適 用 な し

※  継 手 長 さ

※  鉄 筋 に 損 傷 を 与 え な い よ う 適 切 な 養 生 を 施 す

※  コ ン ク リ ー ト 等 を 除 去 し 鉄 面 を 現 す

範 　   　           　 囲

２ ． 既 存 部 分 の

撤 去 等

[8.21.2][8.22.2][8.23.2]［ 8.24.2］ ［ 8.25.2］ [8.26.5][8.27.2]

既 存 コ ン ク リ ー ト の 表 層 目 荒 し [8.21.3][8.22.3][8.23.3][8.26.6]

適用範囲 ※ 既存コンクリートとの打継ぎ面全面

※ 既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

目荒らしの範囲

程度で施す

※ 平均深さ２～５ｍｍ最大深さ７ｍｍ程度の凹凸を５０～１００ｍｍ間隔

・ 図示

目荒らしの程度 ・ 既存柱、梁面　打継ぎ面の30%程度

・ 既存壁　打継ぎ面の30%程度

・ 図示

既 存 杭 の 撤 去 等

・ 撤 去 範 囲 及 び 工 法

・ 図 示 に よ る （ 　 　 　 　 　 　 　 ） ・

・ 杭 頭 部 の 処 理

・ 図 示 に よ る （ 　 　 　 　 　 　 　 ） ・

・ 既 存 杭 の 補 強

・ 図 示 に よ る （ 　 　 　 　 　 　 　 ） ・

・ 既 存 杭 の 健 全 性 を 確 認 す る 試 験

・ 図 示 に よ る （ 　 　 　 　 　 　 　 ） ・

[8.28.3]

※  切 断 せ ず 残 す 範 囲 を 除 く 、 撤 去 す る

●

●

●

・  既 存 鉄 筋 は 切 断 せ ず 残 す

既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 部 分

Fc (N/mm )2 容積質量(t/m )3

・ 24

３．施工確認試験

２．穿孔前の埋込配管

１．あと施工ｱﾝｶｰ材料

４．あと施工ｱﾝｶｰの

・  設 備 機 器 及 び 配 管 、 盤 類 の 撤 去 及 び 処 分 は 本 工 事 の 範 囲 と し な い

※ D16以下

・ 耐力壁

・ B種

・20ｍｍ　・図示による

・20ｍｍ　・図示による

※ ガス圧接（D19以上）　　・ 

※構造図(S-〇〇)による

１. 鉄骨製作工場

２. 施工管理技術者

３. 鋼材

４. 高力ボルト

ボルト
５. 溶融亜鉛めっき高力

６. 普通ボルト

７. アンカーボルト

９. スタッド

８.溶接材料

・ スパイラル筋

鉛直ブレース

柱脚つなぎ梁

※ JIS規格による

※ JIS規格による

アンカー本体の径及び埋込長さ　　・図示による

アンカー本体の径及び埋込長さ　　※図示による

アンカー筋の新設壁内への定着長さ　　※図示による

SS400

SS400

 改修工事　構造特記仕様書

建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

体育館改修（建築）工事
A1：NON

A3：NON

築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

（ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う ） に よ る 。

図示

・ 基礎工事

・ ステージ改修工事

・ 体育器具受け改修工事

スラブ

・ 15

・ 15

・ 18

・ 18

作工場の性能評価基準」に定める「（  J グレード   ）」として国土交通大臣から認定を受

※ JIS規格によるプレート類SS400

※ JIS規格によるSSC400 軽量形鋼

標仕 表7.10.1 B種

８-６

S - 01
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

改修工事 構造特記仕様書(1)

2023-001



コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

付着強度

塩化物量

試験方法

Jフロートによる流下時間

練り混ぜ２時間後のブリージング率　：2.0％以下

凝結開始時間　　：　　　１時間以内

終結時間　　　　：　　１０時間以内

材齢　７日　　　　収縮しない

合の試験はプレミックス形のみとする。

法」による。なお、プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場

材齢　３日　　　　２０Ｎ/ｍｍ 以上

材齢２８日　　　　４０Ｎ/ｍｍ 以上

材齢２８日　　　　2.5Ｎ/ｍｍ 以上

部位 処理方法

１. モルタル及び

グラウト材

[8.2.6][8.2.11]

[8.2.11]

練混ぜ完了から３分以内の値　：　8±2秒

１）日本道路公団規格（JHS）312－1999「無収縮モルタル品質管理試験方

２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中の水の塩

化物イオン濃度試験方法」による。

増設の現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁と既存構造体との隙間の処理方法２. 既存構造体と増設壁

との取合部の処理方法

グ 

ラ 

ウ 

ト　

工　

事

１ ． 既 存 構 造 体

の 荷 重 保 持

2． 既 存 部 分 の

撤 　 去 　 等

3． 既 存 部 分 の

処 　 　 理

4． 材 　 　 料

5． 性 能 確 認

試 　 　 験

減 衰 材 の 設 置

既 存 部 分

・  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

・  鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

・  鉄  骨  造

既 存 鉄 骨 部 の 撤 去 方 法

）

）

既 存 部 分

・  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

・  鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

・  鉄  骨  造

種 　 　 類 形 　 状 寸 　 法 数 　 量 設 　 置 　 条 　 件

種 　 　 類 形 　 状 寸 　 法 数 　 量 設 　 置 　 条 　 件

免 震 材 の 種 類

減 衰 材 の 種 類

性 能 確 認 試 験 の 項 目 及 び 数 量

防 錆 処 置

※  免 震 材 料 又 は 減 衰 材 製 造 所 の 仕 様 に よ る 。

6． 免 震 材 料 又 は

免 震 材 料 又 は 減 衰 材 の 設 置 位 置 の 寸 法 許 容 差

免 震 材 料 及 び 減 衰 材 の 材 質 等

既 存 施 工 面 に ほ こ り 、 油 等 が な い よ う に 十 分 清 掃 す る 。

既 存 鉄 骨 に 発 錆 等 の 不 良 部 分 が あ る 場 合 は 、 監 督 員 と 協 議 す る 。

既 存 鉄 骨 の 処 置 ）

免 震 材 料 又 は 減 衰 材 設 置 後 の 仕 上 げ

検 査 の 項 目 及 び 数 量

7． 仕 上 げ

免 

震 

改 

修
・
制 

振 

改 

修 

工 

事

既 存 構 造 体 の 一 部 を 撤 去 す る 場 合 に お け る 荷 重 の 保 持 方 法

※ 図 示 に よ る

※ 図 示 に よ る

※ 図 示 に よ る

※ 図 示 に よ る ・

・

※ 図 示 に よ る ・

８-７

８-８

８-10

8-11

連 

続 

繊 

維 

補 

強 

工 

事

8． 検 　 　 査

[8.19.2～3]

※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］付表5［工事現場］による。

建方精度

種別等

C種

種　別

A種

(HDZ55)

(HDZ45)

B種

(HDZ35)

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

板厚 2.3mm以上、3.2mm未満の形綱、鋼板

最小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0mm以上の形綱、鋼板

材 料 適用箇所

※ 構造図による

・

[8.20.3]

・耐火材吹付け

・乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ

・湿式ﾛｯｸｳｰﾙ

・

・繊維混入けい酸ｶﾙｼｭｳﾑ板

・高断熱ﾛｯｸｳｰﾙ

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

種　類 材料・工法
性能

（耐火時間）

適用箇所

（部位・部分）

種類及び性能 [8.18.2～7]

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする。

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る

※改修標準仕様書 表7.3.1 A種

・耐火被覆材の接着する面への塗装

適用箇所　　・図示による（　　　　　　　　　）

塗料の種別

塗料の種別

溶接技能者の技量付加試験

・　行わない

・　行う（試験の要領：図示による（　　　　　　　　　）

[8.15.3]

開先の形状

スカラップの形状　　　　　　　 

鋼製エンドタブの切除する部分　

・　図示による（　　　　　　　　）

完全溶込み溶接部の余盛り高さ　　

※　JASS6 付則6 「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」による。

板厚が異なる場合の突合せ溶接部の形状

・低応力高サイクル疲労を受ける部位

・図示による（　　　　　　　　）

[8.15.4]

[8.15.7]

[8.15.7]

[8.15.7]

[8.15.7]

入熱、パス間温度の溶接条件

適用箇所 ※ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

・ 図示

溶接部の試験

・　工場溶接の場合

※完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

※全数

・　工事現場溶接の場合

※全数

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

独立行政法人建築研究所監修 「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」
による。

・ 抜き取り検査①

※ 抜き取り検査②

[8.15.11]

仮組を行う範囲
[8.13.10]

・・　図示による（　　　　　　　　　）

いずれかの検査補強マニュアル」による

Ｈ12建告第1464号第二号イ(1)(2)のただし書きによる補強は、「突合せ継手の食い違い仕口の

※　改修標準仕様書 表8.13.3及びＨ12建告第1464号第二号イによる

[8.13.3]

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等

縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

既存建築物と取合う箇所がある場合は現場実測の上、工作図を作成する。

[8.13.2]

監督職員による原寸検査 ・　行わない　　

・　行う

工作図 [8.13.2] ・ 柱底均しモルタル

※ 無収縮モルタル 

・ グラウト材

※ 無収縮グラウト材　プレミックス及び現場調合形

混和材料

セメント

するもの）とする。

精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

砂

JIS R 5210（ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ）に適合した普通又は早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄとする。

材質等

セメント系（酸化ｶﾙｼｳﾑ及びｶﾙｼｳﾑｻﾙﾌｧﾙﾐﾈｰﾄ等によって膨張する性質を利用

0.30ｋｇ/ｍ 以下3

[8.21.9]

・ 増設壁の上部

・

※ ｸﾞﾗｳﾄ材を注入

・

１. 連続繊維ｼｰﾄ [8.2.12]
連続繊維の材料

・ 炭素繊維　　・ アラミド繊維　　・ ガラス繊維

連続繊維の材質

引張強度（含浸硬化後）

・（　　）N/mm 

ヤング係数（含浸硬化後）

・（　　）N/mm 

2

2

８-９

耐
震
ス 

リ 

ッ 

ト 

新 

設 

工 

事

１. 耐震スリット [8.25.2]方式　

耐震スリット

完全スリットの既存鉄筋の処理

一般型 ・ 既存鉄筋はつりだし　　・ 切断してよい

一面せん断型 ・　切断してよい

部分スリットの既存鉄筋の処理

片側スリット ・ 存置する　　・ 既存鉄筋はつりだし　　・ 切断してよい

両側スリット ・ 存置する　　・ 切断してよい

２. スリットの種類

配管等の探査

３. 壁切断前の埋込み
探査方法

※ 鉄筋探知機（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・ はつり出しによる

[8.25.2]

[8.25.2]

[8.26.2]

※ 改 修 標 仕 8.26.2に よ る 。

[8.26.5][8.27.2]

改 修 標 仕 8.21.2に よ る 。

改 修 標 仕 8.21.2に よ る 。

改 修 標 仕 8.21.2に よ る 。

既 存 鉄 骨 の 撤 去 範 囲 ※ 図 示 に よ る （

※ 図 示 に よ る （

※ 図 示 に よ る （

[8.26.6][8.27.3]

改 修 標 仕 8.21.3に よ る 。

改 修 標 仕 8.21.3に よ る 。

[8.26.7][8.27.4]

[8.26.7][8.27.4]

[8.26.10][8.27.6]

[8.26.13][8.27.8]

[8.26.16][8.27.9]

基
礎
工
事

埋戻し及び盛土の種別 [8.28.3]

・A種　適用場所（　　　　　　　　　　）

・B種　適用場所（　　　　　　　　　　）

・C種　適用場所（　　　　　　　　　　）

受渡場所（　　　　　　　　　　）

土質（　　　　　）

・D種　（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

受渡場所（　　　　　　　　　　）

山留の有無 [8.28.3]

・有り　　　・無し

山留の存置

・全て撤去　　　・存置

存置範囲（※図示による　・　　　　　　　　　　）

１ .埋 戻 し 及 び 盛 土

２.山留め

３.杭工事

・ 完全　　・ 部分

[8.28.4]

・行わない

・行わない

・行う（位置・本数・試験方法等は図示による）

・行う（位置・載荷荷重等は図示による）

杭の載荷試験

地盤の載荷試験

・図示による

試験杭の位置・本数・寸法・施工方法等

・図示による

載荷試験
[8.28.4]

杭の種類・工法・寸法・継手・杭頭処理等等 [8.2.14] [8.28.4]

4.砂利地業 [8.28.4][8.2.14]

材料

※再生クラッシャラン Ｇ

・切込み砂利又は切込み砕石

厚さ及び適用範囲

厚さ

（ｍｍ）

厚さ

（ｍｍ）

※60

※50

適用箇所

適用箇所

・土に接するスラブ下

・

５.捨てコンクリート地業 [8.28.4]厚さ及び適用範囲

・基礎スラブ下　　・基礎梁下　　・土に接するスラブ下

・

・土間コンクリート

・

６.床下防湿層
材料

・ポリエチレンフィルム厚さ0.15ｍｍ以上

・

施工範囲

・図示による（　　　　　　　　　　） ・

Ｈ29.5

2

2

2

品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

スリットの幅及び深さ

耐火材

遮音材

・ 図示による

・ 図示による

・ 図示による

1０.鉄骨工作

11. 溶接接合

15. 溶融亜鉛めっき工法

（主要構造部及び構造耐力上
主要な部分に限る)

13.耐火被覆

12.錆止め塗装

14. 鉄骨の工事現場施工

・改修標準仕様書 表7.3.1（ A ）種

・改修標準仕様書 表7.3.2（ 　）種

※　図示による　　　　　　　　　　

 ※ 図示による

 ※ 図示による

建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

体育館改修（建築）工事
A1：NON

A3：NON

製作精度

・ 200

・基礎スラブ下　　・基礎梁下　　

・基礎スラブ下　　・基礎梁下　　

S - 02
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

改修工事 構造特記仕様書(2)
2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

2
2,

12
0

9
00

6,
3
20

7,
6
80

6
,3
2
0

90
0

2
,9

6
0

3
,3
6
0

3,
8
40

3,
16
0

3,
1
60

3,
8
40

5
,5

6
0

5
,5
6
0

5
,5
0
0

5,
50
0

土間解体範囲

2
2,

12
0

9
00

6,
3
20

7,
6
80

6
,3
2
0

90
0

2
,9

6
0

3
,3
6
0

3,
8
40

3,
16
0

3,
1
60

3,
8
40

5
,5

6
0

5
,5
6
0

5
,5
0
0

5,
50
0

UP

UP

-500

スロープ 新設

Tx14Tx13 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

5,350

2,140 26,750

5,350 5,350 5,350 5,350

Tx12 Tx14Tx13 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18Xa1Xa0

5,350

2,140 26,750

5,350 5,350 5,350 5,350

975 2,700 1,675

Tx12

S=1/100基礎伏図

改修前 改修後

渡り廊下１

A1：1/100

A3：1/200

2,500

2,
50

0

土間解体範囲

2,
50

0

2,500

1,500

1,
5
00

（天端：土間天端)

土間 復旧

基礎新設 1,500×1,500×H600

Ｆ

Ｆ

Ty1

Ty0 Ty0 Ty0

Ty1 Ty1 Ty1

Ty0

体育館改修（建築）工事

（既存土間厚120,配筋D10-@300）

S - 03
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

基礎伏図
2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

2
2,
1
20

90
0

6
,3
2
0

7,
6
80

6,
32
0

90
0

2,
96

0
3,

36
0

3
,8
4
0

3,
1
60

3
,1

6
0

3
,8
4
0

5,
56

0
5,

56
0

5,
50
0

5,
5
00

2
2,
1
20

90
0

6
,3
2
0

7,
6
80

6,
32
0

90
0

2,
96

0
3,

36
0

3
,8
4
0

3,
1
60

3
,1

6
0

3
,8
4
0

5,
56

0
5,

56
0

5,
50
0

5,
5
00

Tx14Tx13 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18Xa1Xa0

5,350

2,140 26,750

5,350 5,350 5,350 5,350

975 2,700 1,675

Tx12

S=1/100

D
K

D
K

D
K

D
K

D
K

D
K

DB DB DB DB DB

C1 C1 C1 C1 C1 C1H
2

H
2

H
2

H
2

H
2

H1 P1 H1 P1 P1 H1 P1 H1 P1 H1 P1

B
1

C2 H
2

H
2

H
2

H
2

H
2

B2

W
B

B
1

P1

W
B

P1 P1
B2 P2

C2

B
1

C2
B2C3 B

1

P1 P1 W
B

B
1

P1

C2 C2

P1

B
1

P1 W
B

P1

B
1

C3 B2
C2

B
1

C2

P2B2
P1 P1

W
B

P1B
1

W
B

B2

H
2

H
2

H
2

H
2

H
2

C2

B
1

H1 P1 H1 P1 P1 H1 P1 H1 P1 H1 P1

H
2

H
2

H
2

H
2

H
2

C1 C1 C1 C1 C1 C1

DB DB DB DB DBD
K

D
K

D
K

D
K

D
K

D
K

H
1

H
1

G
2

G
2

35
0

B1
2

B13

B13

B13

B13

B13

P5

P5

P5

P5

P4

P4

3
50

1,200

600 600

600 600

1,200

体育器具受け

体育器具受け

渡り廊下１

ギャラリー面伏図

A1：1/100

A3：1/200

P5

壁面ブレース(BR1) 撤去

C1

C2

C3

P1

P2

G1

G2

H-350×175×7×11

H-200×100×5.5×8

2C-100×50×20×3.2

H-248×124×5×8

H-596×199×10×15

H-200×100×5.5×8

H-500×200×10×16 B1

B2

DB

DK

H1

H2

H-100×100×6×8

H-100×100×6×8

H-175×90×5×8

H-175×90×5×8

2C-100×50×20×2.3

2C-100×50×20×2.3

WB H-248×124×5×8

BR1

符号 符号部　材 部　材

2L-75×75×6

壁面ブレース(BR2) 新設

既存鉄骨部材リスト

符号 部　材

B12

B13

P4

P5

H-250×125×6×9

2C-150×50×20×3.2

H-150×150×7×10

H-100×100×6×8

2L-75×75×6BR2

改修鉄骨部材リスト

接合部

Tx14Tx13 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18

5,350

2,140 26,750

5,350 5,350 5,350 5,350

Tx12

改修前 改修後

B13(-130)

B13(-130)

B13(-130)

B13(-130)

B1
2(

-
80

)
B
12

(
-8
0
)

(　)内はｷﾞｬﾗﾘｰFLからの寸法を示す

G.PL-9  HTB 2-M16

G.PL-6  BT 2-M16

G.PL-9  HTB 2-M16

G.PL-9  HTB 2-M16

G.PL-9  HTB 5-M16

BPL-16 AB 2-M16(定着L=480)

Ty0

Ty1 Ty1 Ty1

Ty0 Ty0 Ty0

Ty1

体育館改修（建築）工事

根太 C-100×50×20×2.3 @600

ブドウ棚 C-100×50×20×2.3 
@200(24本) 横使い

S - 04
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

ギャラリー面伏図
2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

FG1

DG

WG

C1 C1

DG

5,350 5,350

P1

5,350 5,350 5,350

C1 C1 C1 C1

WG WG WG WG

P1 P1 P1

FG1 FG1 FG1 FG1

P1P1

Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18
26,750

BR1 BR1

BR1BR1

F4 F1 F1 F1 F1F1

8
,9

5
0

▽GL 1
,0
0
0

3,
00
0

4
,9

5
0

▽1FL

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

F1 F1

C1 C1

G1

22,120 22,120

5,560 5,5605,500 5,500

2,750 2,750 2,750 2,750 2,750 2,7502,810 2,810

K1 K1

DKDK8,
95

0

▽GL 1,
00

0
3,

0
00

4,
95

0

▽1FL

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

5,350 5,350 5,350 5,350 5,350

Tx13 Tx14 Tx15 Tx16 Tx17 Tx18
26,750

P2 P2 BR2

胴縁改修

C-100x50x20x2.3 @455

8,
95

0

1,
00

0
3,

0
00

4,
95

0

▽1FL

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

1,
8
00

3,
15

0

80

P4

P5
P5

P5 P5 P5

B12

B12 B12

S=1/100

改修前 改修後

S=1/100

改修前 改修後

Ty1通 軸組図

Tx17通 軸組図

A1：1/100

A3：1/200
15

0

P4

F F45
0

1,500

Ty0 Ty1 Ty0 Ty1

体育館改修（建築）工事 S - 05
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称） 軸組図

2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05

Tx13 Tx14
5,350 5,350

WG WG

DG DG

H-200x100x5.5x8

H-300x150x605x9

8,
9
50

4
,9
5
0

1
,0

00
3,

00
0

80
0

20
0

1
30

▽BPL

▽1FL

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

▽GL

改修前 改修後

Tx14 Tx15
5,350 5,350

壁面ブレース 撤去

FB-9x50 @1,000

30
0

G.PL-9  HTB 5-M16

スチフナー PL-9

スチフナー PL-9

5,350

Ty1通 鉄骨詳細図 S=1/30

A1：1/30

A3：1/60

2,039

699 1,340

新
規

ブ
レ

ー
ス

取
付

位
置

448244

スチフナー PL-9

スチフナー PL-9

BR1(2L-75x75x6)

BR1(2L-75x75x6)

C1 C1

新設壁面ブレース
BR2(2L-75x75x6)

G.PL-9  HTB 5-M16
G.PL撤去（突出部のみ）

Ty0

（特記なき限り下記による）共通事項

（　）内は既存部材を示す。１.

２.

現場溶接部及び高力ボルト摩擦接合部は所定の強度が３.

得られるように必要な処理を施す。

補強部材 鋼材

HTB F10T又はS10T

SS400  SSC400  STKR400

体育館改修（建築）工事 S - 06
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称） 壁面ブレース改修 鉄骨詳細図

2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05
A1：1/30

A3：1/60

H
-1
0
0×

10
0
×

6×
8

P5

H
-1
0
0×

10
0
×

6×
8

P5

H
-1
0
0×

10
0
×

6×
8

P5

BPL-16  AB 2-M16

調整モルタル(ｱ)30

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

10

2.5

▽1FL

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

H-250×125×6×9B12

(G1  
H-596

×199×
10×15)

(
C1
 
 H
-
50
0
×

2
00
×

10
×

1
6) B13

H-
1
50
×

15
0×

7×
10

P4

ﾘﾌﾞPL-9

5,350 5,350

2C-150×50×20×3.2

ﾌｨﾗｰPL-6 @1000

(P
2 
 
H-
2
48
×

12
4×

5×
8)

P5

H-
1
00
×

1
00
×

6×
8

ﾘﾌﾞPL-9

PL-6×80×210

B13

水平ブレ－ス位置

H-
1
50

×
15

0×
7×

10

Ａ

ＡＢ

Ｂ

Ａ－Ａ断面 Ｂ－Ｂ断面

P4

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

C-100×50×20×2.3 @600

(H1:2C-100×50×20×2.3

(
C2
 
 H
-
35
0
×

1
75
×

7×
11

)

▽GL

1,
00

0
4
,9
50

1
,8
0
0

3
,1
5
0

15
0

ﾌｨﾗｰPL-6 @1000

2C-150×50×20×3.2

定着L=480

4
80

定着板 48φ

GPL-4.5  BT 2-M12

G.PL-9  HTB 2-M16

Ty1

Tx18 Tx17 Tx17

B13

GPL-6  BT 2-M16 GPL-6  BT 2-M16

B13

G.PL-9  HTB 2-M16

G.PL-9  HTB 2-M16

G.PL-9  HTB 2-M16

GPL-6  BT 2-M16 GPL-6  BT 2-M16Ｆ

埋め戻し

500

D13-@200
D10-@200

あと施工アンカー

復旧土間配筋

D13-@200

▽GL

H-250×125×6×9B12

Ty1

（特記なき限り下記による）共通事項

（　）内は既存部材を示す。１.

２.

現場溶接部及び高力ボルト摩擦接合部は所定の強度が３.

得られるように必要な処理を施す。

補強部材 鋼材

HTB F10T又はS10T

SS400  SSC400  STKR400

Tx18

GPL-6  BT2-M16

GPL-6  BT 2-M16

C-100×50×20×2.3 @600

ブドウ棚

C-100×50×20×2.3 @200

S - 07

8,
9
50

2,810

5,560

2,750 2,750

5,500

11,060

2,750

2
00

80

18
0

50 50
150

250

10
0

10
02
00

3,
0
00

18
0

12
0

750750

75
0

7
50

1,
50

0

1,500

6
00

25
0

1
50

5
0

45
0

20
0

80

20
0

80

60

13
0

体育館改修（建築）工事
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

ステージ 鉄骨詳細図
2023-001



建築構造
設計番号

図面番号区　 分縮尺図面内容
年月日

特記製図 担当 検 印

工事名    

2024.05
A1：1/30

A3：1/60

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

枠材 H-125×125×6.5×9

枠材 H-125×125×6.5×9

支柱 H-125×125×6.5×9

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

支柱 H-125×125×6.5×9

ｽﾃｰ H-125×125×6.5×9

ｽﾃｰ H-125×125×6.5×9
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PL-9

振止め L-90×90×10

G.PL-12  HTB 2-M16

G.PL-12  HTB 2-M16

Tx15

ｽﾃｰ H-125×125×6.5×9

Ty1

Ty1

G.PL-12  HTB 2-M16

PL-9

振止め L-90×90×10

体育器具受け鉄骨詳細図

体育館改修（建築）工事 S - 08
岩手県立二戸地区特別支援学校（仮称）

体育器具受け 鉄骨詳細図
2023-001




